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概
要国

民
の
生
命
・
財
産
が
集
中
し
て
い
る

大
都
市
臨
海
部
を
高
潮
か
ら
守
る
た
め
、

伊
勢
湾
台
風
等
を
契
機
に
海
岸
保
全
施
設

が
集
中
的
に
整
備
さ
れ
、
安
全
水
準
は
確

実
に
上
昇
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
近

年
、
こ
れ
ら
の
海
岸
保
全
施
設
が
建
設
後

三
十
〜
四
十
年
経
過
し
、
老
朽
化
が
目
立

ち
始
め
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
臨
海
部
の
土

地
利
用
の
高
度
化
や
地
下
空
間
の
利
用
拡

大
、
さ
ら
に
は
異
常
気
象
や
温
暖
化
に
よ

る
海
面
上
昇
な
ど
、
利
用
状
況
、
外
力
条

件
に
大
き
な
変
化
が
生
じ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
高
潮
被
害
の
危
険
度
は
、

依
然
と
し
て
高
く
、
一
旦
災
害
が
発
生
し

た
場
合
の
被
害
額
は
甚
大
に
な
る
恐
れ
が

あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
住
民
の
方
々
は
、

そ
の
危
険
度
を
意
識
す
る
こ
と
な
く
暮
ら

し
て
い
ま
す
。「
安
心
」で
き
る
こ
と
は
重

要
で
す
が
、一
方
で
、
災
害
の
意
識
が
薄

れ
る
こ
と
は「
備
え
」を
忘
れ
、被
害
ポ
テ

ン
シ
ャ
ル
を
高
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
来
る
」
で

す
。本

稿
に
お
い
て
は
、
今
、
緊
急
に
取
り

組
む
べ
き
都
市
の
高
潮
防
災
対
策
に
つ
い

て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

東
京
の
高
潮
対
策
シ
ス
テ
ム
と

危
険
度
の
現
状

災
害
に
お
い
て
も
、
ま
ず
「
彼
を
知
り

特
集：

都
市
防
災

国土交通省　海岸・防災課　
海岸企画官　難波　喬司
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己
を
知
る
」
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
ず
、

東
京
港
を
例
に
し
て
現
状
を
見
て
み
ま
し

ょ
う
。
全
般
に
初
歩
的
な
説
明
と
い
う
印

象
を
持
た
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、
そ
の
方
は
こ
の
分
野
に
詳
し

い
方
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
皆
様
に
そ
う

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
す
る
こ
と

が
、
私
た
ち
の
努
め
で
す
。

（
一
）
高
潮
発
生
メ
カ
ニ
ズ
ム

高
潮
は
次
の
三
つ
の
原
因
に
よ
り
、
発

生
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
気
圧
低
下
に
よ
る
吸
い
上
げ

台
風
の
中
心
気
圧
が
低
い
た
め
、
そ
の

部
分
の
空
気
が
海
面
を
吸
い
上
げ
る
よ

う
に
作
用
す
る
結
果
、
海
面
が
上
昇
し

ま
す
。
気
圧
が
一
hpa
低
く
な
る
と
、
海

面
は
約
一
cm
上
昇
し
ま
す
。

②
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ

台
風
に
よ
る
強
風
が
沖
か
ら
海
岸

に
向
っ
て
吹
く
と
海
水
が
海
岸
に
吹

き
寄
せ
ら
れ
、海
面
が
上
昇
し
ま
す
。

③
風
に
よ
る
波

台
風
の
接
近
に
伴
い
、
大
き
な

波
も
発
生
し
ま
す
。

（
二
）
対
策
シ
ス
テ
ム

東
京
の
高
潮
対
策
シ
ス
テ
ム
は
、高

潮
に
対
し
て
、ま
ず
外
部
護
岸（
干

潮
位
か
ら
の
高
さ（
Ａ
Ｐ
）＋
四
・
六

〜
八
・
〇
ｍ
の
防
潮
堤
、
水
門
等
）

で
防
御
し
、
通
常
の
潮
位
及
び
外
部

の
水
門
閉
鎖
中
の
内
水
位
へ
の
防

御
は
、内
部
護
岸（
Ａ
Ｐ
＋
三
・
〇
ｍ
）

と
ポ
ン
プ
排
水
で
行
っ
て
い
ま
す
。
図
―

２
の
青
い
線
が
外
部
護
岸
で
、
東
京
港
内

に
三
十
一
km
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
●
印
は

水
門
の
位
置
を
示
し
て
い
ま
す
。

平
成
十
三
年
九
月
十
一
日
、
東
京
都
心

を
通
過
し
た
台
風
十
五
号
（
中
心
気
圧
九

七
〇
hpa
）
の
例
で
、
シ
ス
テ
ム
の
機
能
を

確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

図
―
３
は
、
辰
巳
水
門
の
潮
位
変
化
を

示
し
て
い
ま
す
。
台
風
の
接
近
に
伴
っ
て

急
激
に
潮
位
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
十
一

時
〇
三
分
の
満
潮（
幸
い
小
潮
で
満
潮
位

（
青
色
で
示
さ
れ
て
い
る
天
文
潮
位
）は
Ａ

Ｐ
＋
一
・
五
ｍ
）と
台
風
の
通
過
が
重
な

っ
た
こ
と
か
ら
、
辰
巳
水
門
付
近
で
は
、

Ａ
Ｐ
＋
三
・
一
三
ｍ
、
荒
川
河
口
の
新
砂

水
門
付
近
で
は
、
Ａ
Ｐ
＋
三
・
四
五
ｍ
と

な
り
、
大
き
な
被
害
の

出
た
昭
和
二
十
四
年
の

キ
テ
ィ
台
風
時
の
潮
位

に
匹
敵
す
る
海
面
上
昇

を
観
測
し
ま
し
た
。
内

部
護
岸
の
高
さ
は
、
Ａ
Ｐ
＋
三
・
〇
ｍ
で

す
。
対
策
と
し
て
、
東
京
港
防
災
事
務
所

で
は
、
十
九
カ
所
全
て
の
水
門
と
二
十
六

カ
所
の
陸
閘
（
移
動
式
の
防
潮
扉
）を
閉

鎖
し
ま
し
た
。
水
門
を
閉
鎖
し
た
場
合
、

外
部
護
岸
と
内
部
護
岸
の
間
（
運
河
等
）

は
、雨
水
等
に
よ
り
水
位
が
上
昇
し
ま
す
。

こ
の
水
を
ポ
ン
プ
に
よ
り
外
部
に
排
水
し

た
結
果
、
内
水
位
は
、
最
高
で
Ａ
Ｐ
＋
二

ｍ
程
度
に
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う

な
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
東
京
は
高
潮
か
ら

守
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
台
風
で
、
も
し
現
在
の
高
潮
堤
防

や
水
門
の
整
備
が
十
分
で
な
か
っ
た
場

合
、
次
の
よ
う
な
被

害
が
発
生
し
た
と
想

定
さ
れ
ま
す
。

（
東
京
都
調
べ
） 図－１／

高潮発生メカニズム

図－２／
東京港の高潮対策シス
テムの位置図

図－３／
Ｈ１３．９．１１　台
風１５号による潮位変
化（辰巳水門・東京都
資料）

図－４／
東京湾におけるゼロメ
ートル地帯の分析

図―4

図―3

図―2

図―1

③
②
①
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そ
れ
で
は
、な
ぜ
先
程
の
よ
う
な
二
重

の
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。

最
大
の
理
由
は
、
広
大
な
「
ゼ
ロ
メ
ー
ト

ル
地
帯
」（
地
盤
高
が
満
潮
面
以
下
の
土

地
、
東
京
で
は
Ａ
Ｐ
＋
二
・
一
ｍ
以
下
）

な
ど
の
低
地
と
長
大
な
運
河
や
内
部
河
川

の
存
在
で
す
。

ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
は
、
日
本
全
国
で

は
お
よ
そ
一
二
〇
〇
ha
程
度
存
在
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
京
で
一
二
四
ha

（
図
―
４
）、
伊
勢
湾
で
四
〇
二
ha
、
大
阪

湾
で
七
十
一
ha
と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
図

で
自
宅
や
職
場
の
位
置
を
確
認
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
ゼ
ロ
メ
ー
ト
ル
地
帯
に
入
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

東
京
で
は
、
護
岸
が
な
け
れ
ば
、
通
常

の
満
潮
位
で
床
下
ま
で
水
が
入
っ
て
く
る

と
こ
ろ
が
、一
二
四
ha
も
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
の
た
め
、通
常
の
潮
位
を
防
ぐ
内
部

護
岸
が
ま
ず
必
要
で
す
。（
図
―
２
の
左

図
）さ
ら
に
、高
潮
に
よ
る
潮
位
の
上
昇

に
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。東
京
で
は
、

昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
級
の
台
風

が
東
京
湾
に
来
襲
し
た
場
合
に
発
生
す
る

と
推
定
さ
れ
る
潮
位
偏
差
（
図
―
１
の

①
＋
②
＋
③
）を
約
三
ｍ
と
し
、Ａ
Ｐ
＋

六
ｍ
程
度
を
外
部
護
岸
の
計
画
高
と
し
て

い
ま
す
。

仮
に
、こ
れ
を
内
部
護
岸
で
防
御
す
る
と

Ａ
Ｐ
＋
六
ｍ
の
壁
を
縦
横
に
連
な
る
運
河

や
内
部
河
川
沿
い
に
張
り
巡
ら
せ
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
は
、水
か
ら
町
が
隔
離

さ
れ
景
観
が
悪
く
な
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
が
、費
用
も
か
か
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
効
率
的
な
防
御

シ
ス
テ
ム
と
す
る
た
め
、
外
部
護
岸
で
高

潮
を
防
ぎ
、
内
部
護
岸
の
高
さ
を
下
げ
る

シ
ス
テ
ム
と
し
て
い
ま
す
。

都
市
臨
海
部
に
お
け
る

高
潮
対
策
の
課
題

そ
れ
で
は
、こ
れ
ま
で
に
見
た
施
設
で
、

東
京
は
高
潮
か
ら
完
全
に
守
ら
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。
残
念
な
が
ら
答
え
は

「
Ｎ
Ｏ
」
で
す
。

東
京
港
の
高
潮
災
害
発
生
シ
ナ
リ
オ

は
、
図
―
５
の
四
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
、最
も
危
険
な
も
の
は
地
震
水
害
で
す
。

大
地
震
の
発
生
確
率
は
高
く
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
液
状
化
等
に
よ
り
内
部
護
岸
が
崩

壊
し
た
場
合（
図
―
５（
ｄ
））は
、通
常
の

潮
位
で
海
水
が
流

入
し
て
き
ま
す
。

地
震
の
予
知
は
難

し
い
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
の
避
難
は

困
難
で
す
。
そ
し

て
、
地
震
直
後
に

水
が
襲
っ
て
く
る

恐
れ
が
あ
り
ま

す
。
海
の
水
は
無

尽
蔵
で
す
の
で
被

災
面
積
と
被
災
量

は
甚
大
な
も
の
に

な
る
と
推
定
さ
れ

ま
す
。

も
う
一
つ
は
、

地
震
や
老
朽
化
に

よ
る
崩
壊
、
故
障

な
ど
に
よ
り
外
部

護
岸
、特
に
水
門
が
機
能
不
全
に
陥
っ
た
場

合（
図
―
５（
ｂ
）（
ｃ
））に
高
潮
が
襲
う
ケ
ー

ス
で
す
。
水
門
の
復
旧
は
、
短
期
間
に
は

で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
間
に
高
潮
に
よ
り
被

害
が
出
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
も
ち
ろ

ん（
ｃ
）（
ｄ
）の
複
合
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
危
険
が
考
え
ら
れ
ま
す

が
、
最
大
の
問
題
は
、
こ
う
し
た
シ
ス
テ

ム
の
中
で
か
ろ
う
じ
て
安
全
が
保
た
れ
て

い
る
こ
と
、
そ
し
て
一
旦
シ
ス
テ
ム
の
機

能
が
不
全
の
場
合
に
ど
う
い
う
危
険
が
発

生
す
る
の
か
、
住
民
に
十
分
に
知
ら
さ
れ

て
お
ら
ず
、
ま
た
住
民
も
危
険
度
を
忘
れ

去
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
理
由
は
、

次
の
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

①
高
潮
は
、
発
生
頻
度
が
低
く
、
記
憶
に

残
り
に
く
い
。
ま
た
、
転
居
に
よ
り
新

住
民
が
増
え
て
い
る
。

②
実
際
に
は
臨
海
部
と
の
距
離
が
相
当
近

か
っ
た
と
し
て
も
、
感
覚
的
に
人
と
海

と
の
距
離
が
遠
く
、
高
潮
被
害
は
他
所

事
と
い
う
意
識
。

③
住
民
は
行
政
か
ら
危
険
度
を
知
ら
さ
れ

て
い
な
い
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
危
険
度
が
大
き
く

な
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。
危
険
度
の
増
大
要
因
に
つ
い
て
見

て
み
ま
し
ょ
う
。

（
一
）
被
災
の
可
能
性
あ
る
生
命
、
財
産
の
増
大

―
臨
海
部
の
土
地
利
用
の
高
度
化
・

人
口
の
増
大
・
地
下
空
間
利
用
の
拡
大
―

近
年
、
臨
海
部
の
土
地
利
用
が
産
業
構

特
集

図－5／高潮被害の発
生シナリオ

図―5
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造
の
変
化
、
居
住
の
都
心
回
帰
の
傾
向
等

に
よ
り
か
つ
て
は
倉
庫
群
で
あ
っ
た
地
域

が
、
現
在
で
は
マ
ン
シ
ョ
ン
と
な
っ
て
い

る
な
ど
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
港
区
、
中
央
区
等
、

さ
ら
に
は
大
阪
や
名
古
屋
の
臨
海
部
な
ど

に
お
い
て
、
多
く
み
ら
れ
、
住
居
の
み
な

ら
ず
商
業
ビ
ル
や
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
な
ど
の

開
発
も
進
ん
で
い
ま
す
。

一
例
と
し
て
江
東
区
塩
浜
地
区
の
人
口

を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、お
よ
そ
二
十
五
年
で

約
二
倍（
三
〇
〇
〇
人→

六
〇
〇
〇
人
）と

な
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
都
市
臨
海
部
に
お
け
る
特
徴

と
し
て
、地
下
空
間
の
増
加
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。地
下
を
走
る
道
路
、地
下
鉄
、管
路

は
臨
海
部
に
も
多
く
存
在
し
て
お
り
、今

後
も
進
展
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
下
管
路
は
遠
く
で
浸
水
し

た
水
を
一
気
に
内
陸
に
運
ぶ
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
地
下
と
い
う
逃
げ
場
の

な
い
閉
鎖
空
間
へ
の
浸
水
は
、
大
き
な
被

害
を
発
生
さ
せ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
一
旦
臨
海
部
に
お
け
る

高
潮
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
生

命
・
財
産
の
集
中
し
た
地
上
へ
の
被
害
に

加
え
、
地
下
へ
の
浸
水
に
よ
る
人
命
被
害

等
、
大
規
模
な
都
市
型
高
潮
災
害
が
発
生

し
、
膨
大
な
被
害
が
発
生
す
る
こ
と
が
懸

念
さ
れ
ま
す
。

（
二
）
施
設
の
老
朽
化
・
耐
震
強
化
の
遅
れ

伊
勢
湾
台
風
を
契
機
に
集
中
的
に
整
備

さ
れ
た
防
潮
堤
や
水
門
等
の
海
岸
保
全
施

設
の
多
く
の
施
設
が
、
建
設
後
三
十
〜
四

十
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化
に
よ

る
機
能
低
下
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
海
岸
保
全
施
設
に
お
け
る
耐
震

強
化
は
必
ず
し
も
進
ん
で
お
ら
ず
（
東
京

港
に
お
い
て
は
、
護
岸
は
お
よ
そ
六
割
程

度
の
進
捗
率
、
水
門
や
排
水
機
場
に
つ
い

て
は
未
着
手
）、
地
震
に
よ
る
液
状
化
等

で
内
部
護
岸
が
倒
壊
や
沈
下
し
た
場
合
、

通
常
の
満
潮
位
で
あ
っ
た
と
し
て
も
広
範

囲
に
冠
水
し
、
甚
大
な
被
害
が
生
じ
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

（
三
）
外
力
の
変
化
に
よ
る
危
険
度
の
増
大

今
年
、
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
に
よ
っ
て
地
球
温
暖

化
に
よ
る
影
響
報
告
が
出
さ
れ
、
そ
れ
に

よ
れ
ば
今
後
百
年
間
の
間
に
海
面
が
九
〜

八
十
八
㎝
上
昇
す
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。長
期
的
に
見
れ
ば
臨
海
部
に
対
し
て

広
範
囲
か
つ
大
き
な
影
響
を
与
え
る
現
象

で
あ
り
、ま
た
、影
響
が
局
所
的
に
現
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
す
。

実
際
、
最
近
、
沖
縄
や
西
日
本
に
お
い

て
異
常
に
潮
位
が
上
昇
す
る
現
象
が
多
数

報
告
さ
れ
て
お
り
、
大
潮
の
時
期
に
は

高
潮
が
発
生
し
な
く
て
も
浸
水
被
害
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
異
常
潮
位
は
、
今
年

の
事
象
が
継
続
的
に
発
生
す
る
と
断
ず
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
異
常
潮
位
に
大

潮
が
重
な
り
、
さ
ら
に
高
潮
が
発
生
す
る

と
、
浸
水
被
害
が
こ
れ
ま
で
よ
り
増
大
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
現
時
点
で
温
暖
化
と
の
関
係
が

明
確
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
接
近
す
る
台
風
の
平
均
気
圧
が
低

下
し
、
台
風
が
大
型
化
の
傾
向
に
あ
る
と

い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。

温
暖
化
が
進
ん
だ
場
合
、
台
風
が
大
型

化
す
る
と
い
う
見
解
も
あ
り
、今
後
、外

力
が
大
き
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
潮
防
災
対
策
の
基
本
的
考
え
方

（
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
一
体
と
な
っ
た

総
合
的
高
潮
防
災
体
制
の
確
立
）

港
湾
局
海
岸
・
防
災
課
は
、
こ
の
よ
う

な
都
市
型
高
潮
防
災
へ
の
脆
弱
性
の
増
大

を
踏
ま
え
、
ソ
フ
ト
・
ハ
ー
ド
一
体
と
な

っ
た
総
合
的
な
高
潮
防
災
体
制
の
確
立
を

重
点
施
策
と
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

対
策
の
考
え
方
を
図
―
７
に
整
理
し
ま

し
た
。
防
災
・
減
災
効
果
を
最
大
限
上
げ

る
た
め
に
は
、ま
ず
危
険
度
の
総
合
評
価

（
現
状
の
危
険
度
を
知
る
こ
と
）
が
必
要
で

す
。
こ
の
た
め
、
後
述
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
作
成
を
ま
ず
対
策
の
基
本
に
お
い
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
ハ
ー
ド
の
着
実
な

整
備（
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
改
良
・
維
持
・
補

修
を
含
む
）を
計
画
的
に
行
う
と
と
も
に
、

情
報
公
開
に
よ
り
住
民
に
自
衛
し
て
も
ら

い
、被
害
の
軽
減（
減
災
）効
果
を
上
げ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

（
一
）
ハ
ー
ド
施
策
（
平
成
の
大
改
修
）

①
平
成
の
大
改
修

ハ
ー
ド
整
備
に
は
多
額
の
投
資
と
時
間

が
必
要
と
な
る
う
え
、
昨
今
の
厳
し
い
財

政
状
況
下
、
ハ
ー
ド
に
投
資
で
き
る
額
に

は
限
界
が
あ
り
ま
す
。
従
っ
て
、
既
に
あ

図―6

写真－1／
老朽化の進んだ水門の
例（背後の内部護岸）

図－6／
台風の大型化

写真―1

（出展）港湾空港技術研究所
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る
ハ
ー
ド
を
前
提
に
被
害
を
最
小
化
す
る

観
点
も
必
要
で
す
。

国
は
今
年
か
ら
緊
急
防
災
対
策
調
査
と

し
て
、
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
健
全
性
の
緊
急

点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
を
考
慮
し
た
老
朽
化
構
造
物
の

最
適
な
維
持
更
新
の
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
も
と
に
、
老
朽
化
に
よ
り
機
能

低
下
の
生
じ
て
い
る
水
門
・
護
岸
に
つ
い

て
、
健
全
度
を
緊
急
点
検
し
、
維
持
補
修

や
更
新
・
改
良
な
ど
平
成
の
大
改
修
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

②
自
動
化
等
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

水
門
・
陸
閘
は
、
大
都
市
臨
海
部
に
お

い
て
は
防
護
上
非
常
に
重
要
な
施
設
で
あ

る
と
と
も
に
、弱
点
と
な
る
施
設
で
す
。高

潮
等
の
発
生
時
に
お
い
て
迅
速
か
つ
確
実

な
閉
鎖
が
で
き
る
よ
う
、自
動
化
・
遠
隔

操
作
化
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
投
資

を
積
極
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

（
二
）
ソ
フ
ト
施
策

減
災
の
た
め
に
は
、
高
潮
が
ど
の
よ
う

な
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
よ
っ
て
発
生
し
、
ど
の

よ
う
な
被
害
を
も
た
ら
す
の
か
、
と
い
っ

た
基
本
的
な
知
識
や
居
住
地
が
ど
の
程
度

の
高
潮
災
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
の

か
を
住
民
に
知
っ
て
も
ら
い
高
潮
災
害
の

発
生
の
お
そ
れ
が
出
て
き
た
場
合
に
、
そ

れ
を
的
確
に
伝
え
、
適
切
な
行
動
を
と
っ

て
も
ら
う
た
め
の
直
前
・
同
時
情
報
を
提

供
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

こ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

①
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
支
援

高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
高
潮
発
生

時
の
破
堤
や
越
波
等
に
よ
る
浸
水
被
害
の

情
報
、
高
潮
時
の
避
難
方
法
・
避
難
場
所

等
の
具
体
的
行
動
の
た
め
の
情
報
を
地
図

上
に
示
す
も
の
で
す
。（
図
―
８
）

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、
海
岸
管
理
者
や

市
町
村
が
作
成
し
、
住
民
に
配
布
・
周
知

し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
住
民
は
、
高
潮

災
害
に
備
え
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生
時

に
適
切
な
行
動
（
自
衛
）
を
と
る
こ
と
に

よ
り
、
被
害
の
最
小
化
を
図
れ
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、既
に
河
川
等
に
お

い
て
作
成
さ
れ
、住
民
へ
の
配
布
が
行
わ

れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
、高

潮
災
害
は
河
川
に
比
較
す
る
と
複
雑
な
現

象
の
発
生
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
波
力
に
よ

る
施
設
の
破
壊
、地
震
に
よ
る
護
岸
の
崩

壊
、
こ
れ
ら
に
よ
る
海
水
の
浸
入
、開
口

部（
水
門
や
陸
閘
な
ど
）か
ら
の
浸
水
、地

下
空
間
を
通
じ
た
浸
水
エ
リ
ア
の
拡
大
な

ど
を
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

つ
い
て
は
作
成
さ
れ
た
事
例
が
ほ
と
ん
ど

な
い
の
が
現
状
で
す
。
今
後
、
四
年
程
度

で
背
後
地
域
の
浸
水
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
再
現

し
た
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
技
術

を
確
立
し
、海
岸
管
理
者
に
よ
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
作
成
を
支
援
し
て
い
く
計
画

で
す
。

②
災
害
危
険
度
情
報
の
直
前
・
同
時
提
供
シ
ス
テ
ム

事
前
に
危
険
度
情
報
が
提
供
さ
れ
て
い

て
も
、
住
民
の
適
切
な
避
難
が
行
わ
れ
る

た
め
に
は
、
災
害
の
発
生
直
前
又
は
発
生

時
に
有
益
な（
避
難
を
促
さ
れ
る
よ
う
な
）

情
報
が
提
供
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
こ
の
よ
う
な
情
報
提
供
体
制
に
つ

い
て
も
技
術
開
発
、
施
設
整
備
を
行
っ
て

い
き
ま
す
。

ま
と
め

本
稿
は
、
高
潮
対
策
の
現
状
と
私
た
ち

が
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
の
紹
介
を
中
心

と
し
ま
し
た
。

本
稿
に
よ
り
、
高
潮
の
危
険
度
に
つ
い

て
意
識
し
て
い
た
だ
き
、
ま
た
、
高
潮
対

策
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
ご
理
解
を
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

特
集

災害危険度の�
総合評価�

（ハザードマップ�
の作成）�

図－7／
ソフト・ハード一体
となった総合的な高
潮・津波防災体制確
立のための考え方

図－8／
高潮ハザードマップ
のイメージ

図―7

図―8
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は
じ
め
に

台
風
や
強
い
低
気
圧
に
よ
っ
て
気
圧

が
低
下
し
強
風
が
吹
い
た
と
き
に
、
海

面
が
異
常
に
高
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
高
潮
と
い
い
ま
す
。

一
九
五
九
年
の
伊
勢
湾
台
風
は
、
伊

勢
湾
奥
の
名
古
屋
で
三
・
五
ｍ
も
の
高

潮
を
引
き
起
こ
し
、
死
者
・
行
方
不
明

者
が
五
〇
〇
〇
名
を
越
え
る
未
曾
有
の

高
潮
災
害
を
発
生
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
の
海
岸
保
全
施
設
の
整
備
に
と
も
な

っ
て
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
甚
大
な
高

潮
災
害
は
起
こ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
最
近
一
九
九
九
年
の
台
風
十
八
号

は
、
山
口
宇
部
空
港
そ
の
他
の
各
地
で

浸
水
被
害
を
発
生
さ
せ
た
ほ
か
九
州
八

代
海
に
お
い
て
死
者
十
二
名
を
出
す
大

災
害
を
引
き
起
こ
し
ま
し
た
。
こ
の
災

害
は
、
高
潮
が
災
害
を
引
き
起
こ
す
ポ

テ
ン
シ
ャ
ル
を
依
然
有
し
て
い
る
こ
と

を
我
々
に
再
認
識
さ
せ
ま
し
た
。
こ
の

災
害
を
契
機
と
し
て
、
現
在
海
岸
保
全

施
設
な
ど
の
点
検
や
防
護
水
準
の
見
直

し
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
現
象
で
不
確
定
性
を
有
す
る
高

潮
が
引
き
起
こ
す
被
害
を
最
小
限
に
と

ど
め
る
た
め
に
は
、
施
設
整
備
な
ど
に

よ
る
ハ
ー
ド
対
策
と
情
報
伝
達
に
よ
る

避
難
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
と
の
適
切
な

組
み
合
わ
せ
が
重
要
で
す
。
高
潮
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、
両
対
策
の
検
討
に

お
い
て
基
本
的
な
ツ
ー
ル
と
な
り
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
高
潮
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

の
現
状
と
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。

高
潮
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
現
状

高
潮
の
主
た
る
発
生
要
因
は
、
気
圧

の
低
下
に
と
も
な
う
海
面
の
吸
い
上
げ

と
風
に
よ
る
吹
き
寄
せ
で
す
。
海
面
を

押
し
つ
け
る
気
圧
が
中
心
付
近
で
低
い

台
風
や
低
気
圧
で
は
、
中
心
付
近
の
海

面
が
周
り
に
比
べ
て
高
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
が
吸
い
上
げ
に
よ
る
高
潮
で
す
。

ま
た
、
強
風
が
海
面
上
を
吹
く
と
風
下

に
向
け
て
海
水
が
吹
き
寄
せ
ら
れ
、
風

下
で
海
面
が
上
昇
し
ま
す
。
こ
れ
が
吹

き
寄
せ
効
果
で
す
。
こ
れ
ら
の
要
因
を

組
み
込
ん
で
高
潮
を
計
算
す
る
た
め
に

は
、
少
な
く
と
も
二
つ
の
モ
デ
ル
が
必

要
で
す
。
一
つ
は
、
高
潮
を
実
際
に
計

算
す
る
海
洋
モ
デ
ル
で
す
。
も
う
一
つ

は
、
高
潮
の
駆
動
力
と
な
る
気
圧
と
風

を
計
算
す
る
気
象
モ
デ
ル
で
す
。

・
海
洋
モ
デ
ル

現
在
主
に
使
用
さ
れ
る
海
洋
モ
デ
ル

は
、
海
面
下
の
圧
力
分
布
を
静
水
圧
近

似
し
、
水
深
方
向
に
変
化
す
る
流
速
を

平
均
流
速
で
近
似
さ
せ
た
平
面
二
次
元

モ
デ
ル
で
す
（
図
―
１
）。
こ
の
モ
デ
ル

で
は
、
海
面
に
作
用
す
る
気
圧
及
び
風

に
よ
る
せ
ん
断
力
を
外
力
と
し
、
海
底

面
に
作
用
す
る
摩
擦
力
や
地
球
の
自
転

に
よ
る
コ
リ
オ
リ
力
な
ど
を
考
慮
し
た

海
水
の
運
動
方
程
式
を
連
続
式
と
と
も

に
数
値
的
に
計
算
し
ま
す
。

台
風
来
襲
時
の
高
潮
予
報
に
気
象
庁

が
使
う
海
洋
モ
デ
ル
は
流
動
の
非
線
形

性
を
考
慮
し
な
い
平
面
二
次
元
モ
デ
ル

で
す
。
一
方
、
高
潮
発
生
後
の
追
算
や

防
護
水
準
の
検
討
へ
の
利
用
な
ど
緊
急

性
が
求
め
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
水
深

が
浅
く
な
る
こ
と
な
ど
に
よ
っ
て
発
達

す
る
非
線
形
効
果
や
水
平
方
向
に
拡
散

す
る
効
果
が
考
慮
さ
れ
、
高
精
度
化
が

図
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
海
水

の
密
度
構
造
の
影
響
を
考
慮
す
る
た
め

に
準
三
次
元
的
に
高
潮
を
計
算
す
る
こ

と
も
始
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
準
三
次
元

モ
デ
ル
で
は
、
水
深
方
向
に
幾
つ
か
の

層
に
分
割
し
、
各
層
内
の
流
速
は
層
内

の
平
均
流
速
で
代
表
さ
せ
ま
す
。
こ
の

モ
デ
ル
で
は
、
厚
さ
の
薄
い
層
を
多
数
設

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
流
速
の
鉛
直
構
造

が
よ
り
精
度
高
く
表
現
さ
れ
ま
す
。
な

お
、
密
度
構
造
は
特
に
湾
口
部
に
お
け

る
高
潮
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
わ
か
っ
て
き

ま
し
た
。

・
気
象
モ
デ
ル

気
圧
や
風
の
場
は
、
海
洋
モ
デ
ル
の

よ
う
に
大
気
の
連
続
式
や
運
動
方
程
式

を
数
値
的
に
解
か
ず
に
、
パ
ラ
メ
ト
リ

ッ
ク
な
台
風
モ
デ
ル
を
使
っ
て
計
算
さ

れ
ま
す
。

気
圧
場
の
計
算
に
は
、
例
え
ば

M
yers

の
モ
デ
ル
の
よ
う
に
中
心
に
向

け
て
同
心
円
分
布
で
気
圧
が
低
減
す
る

モ
デ
ル
が
一
般
的
に
使
わ
れ
ま
す
。
最

近
で
は
、
沿
岸
近
く
で
気
圧
場
が
同
心

円
か
ら
変
形
す
る
場
合
に
も
適
用
で
き

る
よ
う
に
、
気
圧
分
布
に
楕
円
形
な
ど

を
当
て
は
め
て
高
精
度
化
を
図
っ
た
モ

デ
ル
も
あ
り
ま
す
（
図
―
２
）。

風
の
場
の
計
算
で
は
、
気
圧
の
空
間

クローズアップ・テクノロジー

―現状とこれから―

富田孝史

cl
o
se
up
te
ch
no
lo
g
y

富田孝史（とみた・たかし）

独立行政法人　港湾空港技術研究所
海洋・水工部　高潮津波研究室長

高潮シミュレーション
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的
な
変
化
に
よ
っ
て
生
じ
る
傾
度
風
を

気
圧
場
か
ら
計
算
し
、
こ
れ
に
台
風
の
移

動
に
よ
っ
て
生
じ
る
風
を
ベ
ク
ト
ル
的

に
合
成
す
る
の
が
一
般
的
で
す
。
た
だ

し
、
こ
の
風
に
は
、
地
表
面
に
お
け
る
摩

擦
の
影
響
が
考
慮
さ
れ
な
い
の
で
、
経

験
的
モ
デ
ル
を
使
っ
て
風
速
や
風
向
に

及
ぼ
す
地
表
面
の
効
果
を
考
慮
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
最
近
で
は
山
や
谷
等
の
陸

上
地
形
に
よ
る
風
の
変
化
を
考
慮
し
た

精
度
の
高
い
風
の
場
の
計
算
に
、

M
A
S
C
O
N

モ
デ
ル
（M

A
ss
C
O
N
-

sistent
m
odel

）
が
使
わ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。M

A
S
C
O
N

モ
デ
ル
は
、
大

気
の
連
続
式
を
制
約
条
件
と
し
た
変
分

法
を
使
っ
て
複
雑
な
地
形
周
り
の
風
の

場
を
空
間
内
挿
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

さ
ら
に
、
台
風
の
三
次
元
構
造
に
よ
り

台
風
の
目
付
近
で
強
烈
な
風
が
発
生
す

る
場
所
が
あ
り
、
こ
れ
を
考
慮
す
る
こ

と
に
よ
り
湾
上
を
台
風
が
通
過
す
る
と

き
の
高
潮
を
高
精
度
に
計
算
で
き
ま
す
。

こ
の
特
性
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
り
、

周
防
灘
を
縦
断
し
た
台
風
十
八
号
に
よ

る
高
潮
を
精
度
良
く
再
現
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

今
後
の
発
展

高
潮
の
数
値
計
算
は
、
伊
勢
湾
台
風

に
よ
る
災
害
を
契
機
と
し
て
進
め
ら
れ
、

計
算
機
の
能
力
の
向
上
に
と
も
な
っ
て

前
述
し
た
よ
う
に
多
く
の
物
理
過
程
を

取
り
入
れ
な
が
ら
高
精
度
化
さ
れ
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
未
だ
に
課
題
も
残

さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

・
高
潮
と
波
浪
の
相
互
作
用

外
洋
に
面
し
た
湾
口
部
や
島
嶼
で
は
、

吸
い
上
げ
効
果
が
高
潮
の
支
配
的
要
因

と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
高
波
浪
が
砕
波

す
る
と
き
に
生
じ
る
海
面
上
昇
も
重
要

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
波
浪
の
存
在
に
よ
っ
て
高
潮
の

駆
動
力
で
あ
る
海
面
せ
ん
断
応
力
が
変

化
す
る
と
同
時
に
、
波
浪
も
高
潮
の
影

響
を
受
け
て
変
化
し
ま
す
。
こ
の
高
潮

と
波
浪
の
相
互
作
用
を
考
慮
す
る
た
め

に
は
、
気
象
、
海
洋
及
び
波
浪
モ
デ
ル

の
結
合
が
重
要
で
す
。

・
メ
ソ
気
象
モ
デ
ル
と
の
結
合

海
洋
モ
デ
ル
の
よ
う
に
、
大
気
の
連

続
式
や
運
動
方
程
式
を
数
値
的
に
解
く

領
域
気
象
モ
デ
ル
が
最
近
進
歩
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
を
台
風
モ
デ
ル
の
代
わ
り

に
使
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
表
面
の
効

果
な
ど
を
考
慮
し
た
高
精
度
な
海
水
流

動
や
波
浪
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
可

能
と
な
る
の
で
、
今
後
の
発
展
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

・
天
文
潮
等
の
組
み
込
み

現
在
の
一
般
的
な
数
値
計
算
で
は
、

台
風
な
ど
に
よ
っ
て
発
生
す
る
高
潮

（
高
潮
偏
差
）
を
数
値
的
に
解
き
、
別
途

調
和
定
数
な
ど
か
ら
計
算
し
た
天
文
潮

や
そ
の
と
き
の
異
常
潮
を
線
形
的
に
足

し
合
わ
せ
て
潮
位
を
計
算
し
ま
す
。
し

か
し
、
天
文
潮
等
の
変
化
が
潮
流
を
引

き
起
こ
す
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
潮
と

天
文
潮
等
の
間
で
非
線
形
な
干
渉
が
生

じ
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
そ
れ
ら
を
組

み
込
ん
だ
計
算
手
法
の
開
発
も
必
要
で

あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
観
測
デ

ー
タ
を
数
値
計
算
に
有
機
的
に
組
み
込

む
た
め
の
同
化
手
法
の
開
発
も
期
待
さ

れ
ま
す
。

お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
高
潮
の
数
値
計
算
手

法
の
現
状
と
今
後
の
発
展
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。
こ
こ
に
紹
介
し
た
も
の

の
他
、
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備

や
海
岸
保
全
施
設
の
性
能
評
価
に
向
け

て
、
高
潮
の
確
率
的
な
検
討
も
今
後
重

要
な
課
題
と
思
わ
れ
ま
す
。

clo
se
up
techno

lo
g
y

図―２　1999年台風18号による風場のシミュレーション。
台風の移動方向は右。図中の数値は風速（m/s）、○印は気圧の観測点。

図―１　1999年台風18号による周防灘の高潮のシミュレーション

（a）気圧の同心円分布モデルを使用した場合 （b）気圧の楕円分布及び台風の目近くの強風域を
考慮した場合



ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
有
効

井
上

二
〇
〇
〇
年
の
有
珠
山
・
三
宅

島
の
噴
火
や
鳥
取
県
西
部
地
震
。
一
九

九
九
年
の
台
風
十
八
号
と
大
き
な
災
害

が
続
け
て
発
生
し
ま
し
た
。
現
在
、
長

官
は
ど
の
よ
う
な
心
境
で
お
ら
れ
る
の

で
し
ょ
う
か
。

山
本

こ
こ
数
年
間
で
大
き
な
災
害
が

立
て
続
け
に
発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
自

然
災
害
の
予
測
あ
る
い
は
災
害
発
生
直

後
の
情
報
を
、
国
土
交
通
省
や
内
閣
官

房
の
関
係
機
関
に
適
切
に
提
供
す
る
こ

と
が
よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ

の
中
で
、
気
象
庁
と
し
て
全
て
の
情
報

を
伝
え
て
い
く
責
任
が
ま
す
ま
す
重
要

に
な
っ
て
き
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

井
上

有
珠
山
の
噴
火
で
は
、
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
あ
ら
か
じ
め
住
民
に
公
表

し
て
い
た
こ
と
で
避
難
が
非
常
に
ス
ム

ー
ズ
に
行
わ
れ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
、
住
民
に
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

も
受
け
入
れ
や
す
く
な
っ
て
き
た
の
で

し
ょ
う
か
。

山
本

今
般
、
改
正
さ
れ
た
河
川
法
の

中
で
、
洪
水
の
流
域
に
関
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
事
前
作
成
と
公
表
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
が
与
え
る
効
果
は
、

災
害
の
未
然
防
止
の
観
点
と
と
も
に
地

域
住
民
の
防
災
意
識
が
深
ま
る
こ
と
で

す
。
災
害
発
生
時
に
一
番
大
事
な
こ
と

No.5 2002 CDIT 10

CDIT鼎談

沿岸の未来を見据えて

防災の要
かなめ

は正確な情報
省庁統合で予測精度が向上
対策が遅れる都市の沿岸域
日本は世界に類を見ないほど気象災害が非常に多い国です。

その災害の特性、未然防止のためにこれからどのようなことを行っていくのか。
さらに、投資余力が薄くなる時代を迎える中で、

都市の沿岸域の災害対策や防災対策を今後どのように進めればよいか。
自然災害に深く関わる山本気象庁長官と森下海岸・防災課長をお迎えしてお話を伺いました。

気象庁長官

山本孝二氏
国土交通省港湾局海岸・防災課長

森下保壽氏
（財）沿岸開発技術研究センター理事長

井上興治
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は
住
民
自
身
に
よ
る
危
機
管
理
で
す
。
そ

の
理
解
が
深
ま
る
こ
と
か
ら
、
も
う
社
会

的
に
認
知
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

森
下

海
岸
は
こ
れ
ま
で
ハ
ー
ド
中
心
で

ソ
フ
ト
対
策
が
遅
れ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

河
川
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
参
考
に
し
な

が
ら
、
こ
れ
か
ら
ソ
フ
ト
対
策
を
一
気
に

と
ろ
う
と
舵
を
切
り
替
え
た
状
況
で
す
。

井
上

ま
た
、
自
然
災
害
で
は
、
避
難
勧

告
と
避
難
解
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
非
常
に

難
し
い
と
思
い
ま
す
。

山
本

自
然
現
象
で
、
始
ま
り
と
終
わ
り

が
明
確
な
の
は
気
象
災
害
で
す
。こ
れ
は
、

警
報
の
発
表
、避
難
の
準
備
、避
難
、警
報

の
解
除
と
い
う
一
連
の
流
れ
が
地
域
防
災

計
画
に
明
記
さ
れ
て
い
ま
す
。で
す
か
ら
、

気
象
災
害
に
つ
い
て
は
警
報
発
表
か
ら
自

治
体
の
判
断
で
ス
タ
ー
ト
で
き
ま
す
。

地
震
に
つ
い
て
は
、
東
海
地
震
を
例
に

申
し
ま
す
と
、
気
象
庁
の
責
任
で
内
閣
総

理
大
臣
に
地
震
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
広

域
防
災
計
画
が
自
動
的
に
発
令
さ
れ
ま

す
。
自
治
体
の
役
割
も
全
部
決
ま
っ
て
い

ま
す
か
ら
住
民
の
避
難
も
速
や
か
に
行
い

ま
す
。
問
題
は
避
難
解
除
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
す
。
ま
だ
地
震
の
す
べ
て
が
科
学
的
に

明
解
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
か
ら
、
こ
れ
か

ら
関
係
す
る
先
生
方
と
議
論
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

火
山
に
つ
い
て
は
、
マ
グ
マ
の
動
向
が

現
在
の
科
学
的
知
見
で
わ
か
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
有
珠
山
の
場
合
、
噴
火
予
知
連
絡

会
の
検
討
の
結
果
を
受
け
て
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
に
基
づ
い
て
地
元
市
町
の
判
断
で

避
難
勧
告
を
出
し
ま
し
た
。
問
題
は
、
噴

火
後
の
火
山
の
様
態
の
知
見
が
難
し
い
こ

と
で
す
。
避
難
後
、
そ
の
避
難
地
域
を
火

山
の
活
動
と
併
せ
て
ど
の
よ
う
に
縮
小
し

て
い
く
の
か
は
大
き
な
課
題
で
し
た
。
住

民
に
情
報
を
公
表
す
る
の
は
市
町
村
長
の

役
割
で
す
。
そ
こ
で
、
関
係
す
る
先
生
方

に
客
観
的
で
科
学
的
な
知
見
を
提
供
し
て

い
た
だ
い
て
、
そ
の
情
報
を
気
象
庁
が
市

町
村
長
に
対
し
て
解
説
し
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
に
市
長
村
長
の
判
断
を
助
成
す
る
こ

と
に
努
め
ま
し
た
。

井
上

日
本
の
海
岸
防
災
対
策
は
非
常
に

進
ん
だ
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
な
か
な

か
災
害
が
減
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
最
近

は
都
市
の
沿
岸
部
は
脆
弱
に
な
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
い
う
話
も
耳
に
し
ま
す
。

森
下

日
本
の
海
岸
整
備
の
歴
史
を
み
る

と
、
五
十
年
程
前
に
発
生
し
た
大
き
な
高

潮
・
津
波
の
被
害
を
教
訓
に
し
て
大
都
市

部
で
対
策
計
画
が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
約
二
十
年
で
三
大
湾
を
中
心

と
し
た
大
都
市
部
の
高
潮
・
津
波
の
防
護

ラ
イ
ン
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
以
降
の

三
十
年
は
地
方
地
域
の
海
岸
防
災
対
策
に

力
を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
、
公
共
投

資
の
中
で
海
岸
防
災
事
業
の
シ
ェ
ア
は
、

こ
こ
二
十
年
間
で
下
が
っ
て
き
て
い
ま

す
。
活
発
な
経
済
活
動
の
中
で
、
非
常
に

少
な
い
シ
ェ
ア
で
コ
ツ
コ
ツ
と
海
岸
防
災

対
策
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

井
上

オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
海
岸
堤
防
の
設

計
に
あ
た
っ
て
一
〇
〇
〇
年
生
起
確
率
で

防
災
事
業
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
国

状
の
違
い
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
国
土

保
全
に
対
す
る
意
識
が
日
本
よ
り
か
な
り

高
く
感
じ
ま
し
た
。

森
下

一
九
九
九
年
の
台
風
十
八
号
の
後

に
行
っ
た
三
大
湾
の
高
潮
対
策
調
査
の
中

で
、
今
の
三
大
湾
の
高
潮
堤
防
が
ど
れ
く

ら
い
の
生
起
確
率
で
整
備
さ
れ
て
い
る
か

を
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
で
試
算
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
潮
の
実
測

デ
ー
タ
は
観
測
期
間
が
非
常
に
短
く
、
正

確
な
デ
ー
タ
は
こ
こ
二
十
年
程
度
だ
け
で

す
。
そ
の
デ
ー
タ
で
百
〜
三
〇
〇
年
の
生

起
確
率
を
予
測
す
れ
ば
相
当
な
バ
ラ
ツ
キ

が
出
て
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
三
大
湾
は
百

年
を
越
え
る
確
率
で
高
潮
堤
防
が
整
備
さ

れ
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

災
害
デ
ー
タ
が
生
か
さ
れ
て
な
い

井
上

防
災
対
策
で
は
、
ま
ず
未
然
防
止

の
た
め
に
気
象
観
測
の
充
実
が
極
め
て
重

要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
気
象
庁
で
は
、

二
〇
一
〇
年
目
標
で
二
十
一
世
紀
の
気
象

予
報
の
あ
り
方
と
し
て
防
災
気
象
情
報
の

高
度
化
に
つ
い
て
ま
と
め
ら
れ
ま
し
た
。

予
報
や
観
測
技
術
の
向
上
、
防
災
情
報
な

ど
は
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

山
本

国
土
交
通
省
に
再
編
さ
れ
て
港
湾

局
、
河
川
局
な
ど
の
防
災
対
策
に
直
轄
事

業
と
し
て
携
わ
る
機
関
と
気
象
庁
が
一
つ

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
港
湾
局
と

気
象
庁
間
の
波
浪
潮
位
デ
ー
タ
の
交
換
が

極
め
て
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

河
川
局
の
レ
ー
ダ
ー
や
雨
量
計
の
デ
ー
タ

と
気
象
庁
の
デ
ー
タ
の
交
換
が
可
能
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
国

土
環
境
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
呼
べ
る
も
の
が

築
き
得
る
環
境
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

自
然
現
象
の
予
測
は
ま
ず
観
測
す
る
こ

と
が
重
要
で
す
。
こ
の
観
測
デ
ー
タ
が
極

め
て
豊
富
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
観

測
デ
ー
タ
を
解
析
し
て
予
測
す
る
ノ
ウ
ハ

ウ
は
、
気
象
庁
の
数
値
予
報
モ
デ
ル
が
極

め
て
高
度
化
し
て
い
ま
す
か
ら
、
か
な
り

精
密
な
予
測
が
今
後
可
能
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

井
上

我
々
の
立
場
か
ら
す
る
と
、
や
は

り
高
潮
、
津
波
、
そ
れ
と
海
洋
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
の
た
め
の
高
波
情
報
を
、
迅
速

CDIT鼎談
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か
つ
正
確
に
知
り
た
い
と
こ
ろ
で
す
。

山
本

津
波
に
つ
い
て
は
、
奥
尻
津
波
の

教
訓
を
無
に
し
て
は
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
津
波

に
な
る
の
か
。
津
波
の
高
さ
を
地
点
ご
と

に
出
す
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。
幸
い
、

こ
の
新
し
い
津
波
予
報
体
制
を
つ
く
っ
た

後
に
津
波
が
起
き
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
実

際
の
活
動
は
こ
れ
か
ら
と
い
う
こ
と
な
り

ま
す
。

井
上

我
々
も
、
例
え
ば
過
去
十
年
間
の

台
風
進
路
情
報
や
過
去
の
高
潮
・
津
波
情

報
が
す
ぐ
に
検
索
で
き
る
よ
う
に
準
備
を

し
て
い
ま
す
。
同
時
に
各
地
域
の
被
害
状

況
の
記
録
も
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
す
れ
ば
、

台
風
発
生
時
に
各
地
の
港
湾
や
海
岸
の
過

去
の
情
報
が
す
ぐ
に
引
き
出
せ
て
防
災
の

準
備
も
ず
い
ぶ
ん
進
む
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
ま
す
。

森
下

海
岸
・
防
災
課
に
は
、
災
害
対
策

室
と
い
う
部
署
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
は

災
害
の
対
応
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
少
し

気
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、
各
地
で
災
害
が
起
き
る
と
、
一
所

懸
命
に
対
応
し
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ

の
災
害
で
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
が
次
の
防
災

に
あ
ま
り
生
か
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思

っ
て
い
ま
す
。
大
き
な
災
害
の
後
の
構
造

物
の
壊
れ
方
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
災
害
の

予
防
の
た
め
の
重
要
な
デ
ー
タ
が
い
っ
ぱ

い
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

山
本

気
象
庁
も
同
じ
状
況
で
し
た
。
そ

れ
を
反
省
し
て
、
各
地
の
災
害
デ
ー
タ
の

発
掘
作
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
は
大
雨
、
風
、
高
潮
、
津
波

と
い
っ
た
災
害
の
と
り
ま
と
め
が
重
要
に

な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は

い
ろ
い
ろ
な
機
関
で
蓄
積
し
て
い
る
デ
ー

タ
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
可
読
型
で
は
な
い
こ

と
で
す
。
そ
こ
で
、
関
係
機
関
が
共
同
で

使
用
で
き
る
気
象
災
害
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の

構
築
を
来
年
度
の
大
き
な
課
題
に
し
て
い

ま
す
。

各
地
の
過
去
の
情
報
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

可
読
型
に
な
る
よ
う
に
同
じ
フ
ォ
ー
マ
ッ

ト
で
収
集
し
て
構
築
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

に
対
し
て
、
省
内
あ
る
い
は
関
係
機
関
が

自
由
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
。

私
は
、
こ
の
災
害
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
リ

ア
ル
タ
イ
ム
国
土
交
通
Ｇ
Ｉ
Ｓ
と
呼
ん
で

い
ま
す
が
、
こ
の
構
想
は
何
と
か
努
力
し

て
実
現
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
海
岸
防
災

井
上

沿
岸
域
で
、
ソ
フ
ト
面
の
取
り
組

み
が
必
要
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、

海
岸
を
防
災
す
る
立
場
か
ら
、
目
指
し
て

い
き
た
い
取
り
組
み
は
あ
り
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

森
下

ハ
ー
ド
の
方
は
、
こ
こ
三
十
年
ぐ

ら
い
放
置
し
て
い
た
大
都
市
部
の
港
湾
構

造
物
が
問
題
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
二

〇
〇
一
年
か
ら
海
岸
構
造
物
が
ど
れ
だ
け

老
朽
化
し
て
い
る
か
を
調
査
し
て
い
ま
す

が
、
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
、
水
門
や
ポ

ン
プ
場
、
陸
閘
な
ど
の
海
岸
堤
防
の
切
れ

間
の
構
造
物
の
劣
化
が
問
題
と
考
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
施
設
の
再
整
備
等
の
ハ
ー

ド
対
策
は
十
〜
二
十
年
か
け
て
計
画
的
に

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ソ
フ
ト
の

方
は
、
短
期
に
防
災
効
果
が
出
る
よ
う
に

対
策
を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
高
潮
・
津
波
の
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
作
成
の
シ
ス
テ
ム
化
や
、
最
近
の

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
高
潮
・
津
波
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
で
す
。

陸
閘
の
中
に
は
三
十
人
ぐ
ら
い
の
人
力

で
閉
め
る
構
造
の
も
の
も
あ
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
監
視
カ
メ
ラ
を
活
用
し
、
安
全
確

認
を
し
な
が
ら
遠
隔
操
作
で
閉
め
て
い
く

シ
ス
テ
ム
の
導
入
で
す
。
港
湾
海
岸
に
は

全
国
で
八
〇
〇
〇
カ
所
以
上
の
海
岸
堤
防

の
切
れ
間
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
内
、
遠
隔

操
作
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
は

二
十
四
カ
所
。
ま
だ
ま
だ
、
こ
れ
か
ら
と

い
っ
た
状
況
で
す
。

井
上

同
時
に
、
最
近
は
地
域
の
方
に
は

景
観
を
大
事
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
も

あ
り
ま
す
。
水
際
は
非
常
に
い
い
景
観
で

す
か
ら
、そ
こ
を
高
い
防
潮
堤
で
仕
切
る
こ

と
に
抵
抗
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
特
に
大

都
市
で
は
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
の
海
岸
防

災
の
方
法
も
必
要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

森
下

現
在
、
港
の
入
り
口
を
閉
め
て
防

災
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
五
十

年
前
ま
で
は
ほ
と
ん
ど
の
大
都
市
港
湾
が

凹
型
の
港
で
し
た
。
そ
れ
が
、
伊
勢
湾
台

風
を
契
機
に
高
潮
・
津
波
の
防
護
ラ
イ
ン

を
凹
型
に
整
備
し
て
き
ま
し
た
。し
か
し
、

多
く
の
港
が
五
十
年
間
に
大
規
模
な
埋
立

を
行
い
、
現
在
の
港
は
凸
型
に
な
っ
て
お

り
、
高
潮
・
津
波
の
進
入
口
と
し
て
は
メ

イ
ン
航
路
が
開
い
て
い
る
だ
け
で
す
。
例

え
ば
東
京
港
で
は
、
高
潮
・
津
波
の
防
護

ラ
イ
ン
は
凹
型
で
は
約
三
十
二
キ
ロ
の
長

さ
で
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
第
一

航
路
、
第
三
航
路
の
二
つ
の
航
路
を
閉
め

れ
ば
凸
型
で
約
十
四
キ
ロ
の
防
護
ラ
イ
ン

で
港
も
、
背
後
の
都
市
も
守
れ
る
状
況
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
メ
イ
ン
航
路
を
閉

め
る
巨
大
ゲ
ー
ト
の
勉
強
を
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。

非
常
に
少
な
い
海
の
情
報

井
上

日
本
は
、
海
に
囲
ま
れ
た
海
洋
国
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と
い
い
ま
す
が
、
一
方
で
世
界
で
も
名
立

た
る
海
象
現
象
の
厳
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
経
済
活
動
だ
け
で
は

な
く
、
社
会
活
動
の
中
で
国
民
が
海
へ
出

て
親
し
め
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
海
の
情

報
を
国
民
が
よ
く
知
る
こ
と
が
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
い
ま
す
。

山
本

現
状
で
は
、
海
洋
に
関
す
る
情
報

が
非
常
に
少
な
い
の
は
確
か
で
す
。
海
洋

空
間
を
豊
か
に
す
る
と
き
に
、
一
番
考
え

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
波
の
情
報
で

す
。
気
象
庁
で
は
、
沿
岸
か
ら
数
十
〜
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
沖
合
を
沿
岸
域
と
呼
び
ま

す
が
、
そ
こ
の
波
浪
情
報
は
か
な
り
精
度

が
上
が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。た
だ
し
、

ヨ
ッ
ト
や
プ
レ
ジ
ャ
ー
ボ
ー
ト
な
ど
の
海

洋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
も
っ
と
近
海

で
楽
し
む
も
の
で
す
。

そ
こ
で
、
私
ど
も
に
決
定
的
に
欠
け
て

い
る
も
の
が
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
風

の
情
報
で
す
。
も
う
一
つ
は
波
の
実
際
の

観
測
で
す
。
そ
こ
で
、
二
〇
〇
一
年
か
ら

新
し
い
波
浪
観
測
ブ
イ
を
開
発
中
で
す
。

井
上

日
本
と
し
て
は
、
波
の
現
象
を
自

分
た
ち
で
き
ち
ん
と
把
握
し
て
、
そ
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
を
解
明
し
て
国
民
が
知
り
た
い

情
報
が
得
ら
れ
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
海
洋
国
と
し
て
の
責
務
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

気
象
庁
で
は
、
地
球
環
境
問
題
に
関
す

る
取
り
組
み
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。

山
本

当
然
、
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。
我
が
国
の
周
辺
で
の
温
暖
化
に
よ

る
局
地
的
、
領
域
的
影
響
の
評
価
が
こ
れ

か
ら
の
課
題
に
な
り
ま
す
。い
ま
ま
で
は
、

地
球
全
体
が
ど
う
な
る
か
と
い
っ
た
も
の

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
最
低
で
も
極
東

域
が
地
球
温
暖
化
で
ど
う
い
う
影
響
受
け

る
か
。
そ
れ
に
伴
っ
て
海
面
水
位
が
ど
の

よ
う
に
上
昇
す
る
か
と
い
っ
た
モ
デ
ル
の

細
密
化
が
と
て
も
大
事
に
な
り
ま
す
。
地

球
環
境
温
暖
化
予
測
モ
デ
ル
と
呼
ん
で
い

ま
す
が
、
こ
の
予
測
モ
デ
ル
の
細
密
化
に

力
を
注
ぐ
計
画
に
な
っ
て
い
ま
す
。

森
下

港
湾
局
で
は
、
一
九
九
〇
年
に
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
一
次
報
告
書
の
発
行
以
降
、

内
部
で
勉
強
会
を
行
っ
て
お
り
、
日
本
の

沿
岸
部
の
海
面
が
一
メ
ー
ト
ル
上
昇
し
た

ら
、港
湾
、海
岸
に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
出

る
か
。
構
造
物
に
ど
う
い
う
影
響
が
出
る

か
と
い
う
試
算
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
海
面
上
昇
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て

い
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
全
国
の
港
湾
の

直
轄
事
務
所
等
の
十
カ
所
の
検
潮
所
を
選

定
し
て
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
続
け
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
今
回
二
〇
〇
〇
年
四
月
に
Ｉ

Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
第
三
次
報
告
書
が
出
さ
れ
た
の

を
契
機
に
、
国
土
交
通
省
と
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
社
会
資
本
に
ど
の
よ
う
な
影

響
が
出
る
の
か
。
そ
の
対
策
は
ど
の
よ
う

な
方
向
で
と
っ
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
勉

強
を
再
度
河
川
局
と
始
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

危
機
管
理
は

経
験
し
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い

井
上

有
珠
山
の
噴
火
の
際
に
、
こ
の
よ

う
な
危
機
管
理
体
制
を
気
象
庁
の
職
員

が
、
一
度
経
験
し
て
お
く
と
管
理
に
対
す

る
取
り
組
み
方
が
深
く
理
解
で
き
、
ま
た

意
識
の
向
上
に
も
な
る
か
ら
、
で
き
る
だ

け
全
国
の
多
く
の
職
員
を
異
動
さ
せ
て
、

現
地
や
本
庁
に
行
き
来
さ
せ
て
い
る
と
伺

い
ま
し
た
。

山
本

や
は
り
、
危
機
管
理
は
経
験
し
な

け
れ
ば
わ
か
り
ま
せ
ん
。
災
害
時
の
危
機

管
理
で
重
要
な
の
は
、
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
ー

カ
ー
が
誰
な
の
か
と
い
う
こ
と
を
常
に
覚

え
て
お
く
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
し
て
、
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
に
対
し

て
、
今
ま
さ
に
起
き
て
い
る
正
確
な
情
報

を
い
か
に
伝
え
る
か
が
危
機
管
理
の
要
諦

だ
と
、
私
は
思
っ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ

て
、
デ
シ
ジ
ョ
ン
メ
ー
カ
ー
は
落
ち
着
い

て
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
か
ら
来
る
情
報
に
基

づ
い
て
何
を
為
す
べ
き
か
を
即
座
に
判
断

す
る
。
そ
う
す
る
と
非
常
に
全
体
が
う
ま

く
動
き
、
結
果
的
に
災
害
が
少
な
く
な
り

ま
す
。

井
上

な
か
な
か
、
そ
う
い
う
災
害
に
遭

遇
す
る
機
会
が
少
な
い
わ
け
で
す
か
ら
、

自
分
が
そ
の
と
き
に
ど
の
よ
う
な
行
動
を

と
っ
た
ら
い
い
の
か
、
瞬
時
に
判
断
す
る

こ
と
は
非
常
に
難
し
い
。
そ
う
い
う
と
き

に
必
要
な
情
報
が
す
ぐ
入
手
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
と
、
そ
の
後
の
デ
シ
ジ
ョ

ン
メ
イ
キ
ン
グ
が
か
な
り
的
確
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。

長
官
も
気
の
休
ま
ら
な
い
日
ば
か
り
で

す
が
、
海
岸
防
災
課
長
も
災
害
が
発
生
す

れ
ば
す
ぐ
に
行
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

わ
け
で
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
同
じ
境
遇

で
す
ね
。

森
下

現
在
で
は
、
テ
レ
ビ
で
台
風
や
高

潮
な
ど
の
予
報
が
非
常
に
多
く
出
ま
す

ね
。
圧
倒
的
に
情
報
量
が
多
い
。
昔
は
、

高
潮
で
何
千
人
も
の
方
が
亡
く
な
っ
た
と

い
う
記
録
が
あ
り
ま
す
が
、
現
在
で
は
亡

く
な
る
方
の
数
は
圧
倒
的
に
減
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
や
は
り
も
の
す
ご
い
効
果
だ

と
思
い
ま
す
。

井
上

本
日
は
、
い
ろ
い
ろ
な
お
話
を
伺

い
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

CDIT鼎談



は
じ
め
に

二
〇
〇
一
年
十
月
二
十
九
日
か
ら

三
十
一
日
ま
で
の
三
日
間
に
わ
た
っ

て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
シ
ャ
ン
グ
リ

ラ
ホ
テ
ル
で
『
港
湾
・
沿
岸
域
に
お

け
る
調
査
研
究
成
果
に
関
す
る
国
際

会
議
』
が
開
催
さ
れ
、
そ
の
会
議
に

出
席
し
ま
し
た
の
で
概
要
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

国
際
会
議
の
概
要

本
会
議
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
海
事

港
湾
庁
（
Ｍ
Ｐ
Ａ
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
国
立
大
学
な
ど
の
主
催
で
国
際
海

事
機
関
（
Ｉ
Ｍ
Ｏ
）、
国
際
港
湾
協

会
（
Ｉ
Ａ
Ｐ
Ｈ
）、
ア
メ
リ
カ
土
木

学
会
（
Ａ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
や
日
本
海
難
防

止
協
会
（
Ｊ
Ａ
Ｍ
Ｓ
）
な
ど
の
後
援

で
毎
年
開
催
さ
れ
る
港
湾
・
沿
岸
域

に
関
す
る
技
術
交
流
の
た
め
の
国
際

会
議
で
す
。

会
議
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
船
舶
、
操

船
、
海
域
環
境
、
港
湾
計
画
、
波
浪
や

現
地
計
測
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、本
年
は
、三
十
五
カ
国
か
ら
百
十

編
の
論
文
が
投
稿
さ
れ
、
日
本
か
ら

は
十
三
編
、
そ
の
中
で
も
（
財
）
沿
岸

開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
）
か
ら
五
編
の
技

術
論
文
を
投
稿
し
発
表
し
ま
し
た
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
つ
い
て

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
日
本
か
ら
飛

行
機
で
六
時
間
余
り
、
南
北
に
長
く

伸
び
る
マ
レ
ー
半
島
の
先
に
浮
ぶ
島

国
で
、
面
積
的
に
は
、
よ
く
日
本
の

淡
路
島
に
た
と
え
ら
れ
ま
す
が
、
人

口
は
、
お
よ
そ
三
二
〇
万
人
で
多
様

な
民
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

赤
道
か
ら
わ
ず
か
一
三
五
km
北
に
位

置
し
、
一
年
を
通
じ
て
大
き
な
気
候

変
化
も
な
く
、
高
温
多
湿
で
す
が
、

街
路
は
花
や
樹
木
に
溢
れ
、
高
層
ビ

ル
も
多
く
、
ゴ
ミ
ひ
と
つ
な
い
き
れ

い
な
街
で
す
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
、
地
理

的
に
も
民
族
的
に
も
、
ア
ジ
ア
の
十

字
路
に
ふ
さ
わ
し
く
、
世
界
の
ベ
ス

ト
エ
ア
ポ
ー
ト
と
称
賛
さ
れ
る
チ
ャ

ン
ギ
国
際
空
港
と
ジ
ュ
ロ
ン
工
業
地

帯
の
近
く
に
巨
大
な
コ
ン
テ
ナ
タ
ー

ミ
ナ
ル
港
を
擁
し
、
人
と
物
の
交
流

が
盛
ん
に
行
わ
れ
、
活
気
に
溢
れ
た

都
市
国
家
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
マ
ー
ラ
イ
オ
ン
は
、

上
半
身
が
ラ
イ
オ
ン
、
下
半
身
が
魚

と
い
う
奇
妙
な
像
で
す
が
、
シ
ン
ガ

は
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
で
ラ
イ
オ
ン

の
意
味
が
あ
り
、
魚
は
港
町
を
象
徴

し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

国
際
会
議
へ
の
参
加

会
議
は
、
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
ロ
ー
ド

西
部
に
あ
る
シ
ャ
ン
グ
リ
ラ
ホ
テ
ル

の
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ル
ー
ム
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

初
日
の
開
会
式
で
は
、
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
情
報
産
業
大
臣
のY

eo
C
heow

Tong

氏
の
基
調
講
演
が
あ
り
、二
日

目
に
は
、オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ト
工

科
大
学
の
　
　
　
　
　
　
　
教
授
と

英
国
の
カ
ー
デ
ィ
フ
大
学
の

Falconer

教
授
な
ど
に
よ
る
記
念
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
、
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
工
法
や
プ
レ
ス
ト
レ
ス
コ
ン
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海外
フォーラム

国際会議が開催されたシャングリラホテル

東南アジア域内の物流のハブ港化を目指すシンガポ－ル港

シンガポ－ルの市街地と高層ビル群

D
’A
ngrem

ond

シンガポ－ルのシンボルであるマ－ライオン像

開会式でのYeo Cheow Tong大臣の講演
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ク
リ
ー
ト
に
関
す
る
調
査
研
究
と
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
と
り
ま
と
め
、
超
大
型

浮
体
構
造
物
に
関
す
る
技
術
基
準

案
、
浮
体
構
造
物
に
関
す
る
動
揺
抑

制
技
術
お
よ
び
波
浪
情
報
に
関
す
る

調
査
研
究
成
果
五
編
を
発
表
致
し
ま

し
た
。

発
表
論
文
の
概
要

当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
か
ら
投
稿
し
た

五
編
の
論
文
の
タ
イ
ト
ル
、
発
表
者

お
よ
び
概
要
は
、
以
下
の
通
り
で
す
。

①The
D
evelopm

ent
of
G
uide-

lines
for
V
ery
Large

F
loating

S
tructures

＊
鶴
谷
広
一
、加
納
敏
幸
、和
田
耕
三

超
大
型
浮
体
構
造
物
（
メ
ガ
フ
ロ

ー
ト
）
を
計
画
す
る
場
合
に
留
意
す

べ
き
事
項
（
環
境
影
響
評
価
、
設
計
、

防
災
対
策
、
維
持
管
理
等
）
に
つ
い

て
検
討
し
た
内
容
お
よ
び
技
術
基
準

案
同
解
説
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
こ

と
を
報
告
し
ま
し
た
。

②S
tudy

on
M
otion

S
upression

S
ystem

s
A
pplied

to
F
loating

S
tructures

for
C
oastalD

evelop-
m
ent

＊
加
納
敏
幸
、和
田
耕
三
、松
浦
正
巳
、

田
村
一
美
、木
原
一
禎

浮
き
桟
橋
等
の
浮
体
構
造
物
の
動

揺
を
抑
制
す
る
技
術
手
法
を
解
析
及

び
実
験
結
果
等
に
よ
り
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
日
本
に
お
け
る
浮
き
桟

橋
の
適
用
事
例
と
効
果
に
つ
い
て
紹

介
し
ま
し
た
。

③D
evelopm

ent
of
W
ave

F
or-

ecasting
and

D
irectional

S
pectrum

H
indcasting

S
ystem

in
M
ega-FloatP

roject

＊
仲
井
圭
二
、
佐
藤
千
昭
、
小
林
顕

太
郎
、
三
嶋
宣
明

メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
の
よ
う
な
大
型
浮

体
の
変
形
に
は
、
周
期
の
長
い
う
ね

り
の
影
響
が
大
き
く
、
係
留
実
験
で

う
ね
り
の
予
測
情
報
や
オ
フ
ラ
イ
ン

の
方
向
ス
ペ
ク
ト
ル
情
報
を
提
供
す

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
運
用
を
行
い

ま
し
た
。

④N
ew

D
esign

M
ethod

and
A
pplication

ofJacketS
tructures

to
P
ort
and

H
arbor

Facilities

清
宮
理
、
勝
海
務
、
＊
尾
島
啓
介

井
上
純
一
、
山
本
邦
弘

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
工
法
に
関
す
る
設

計
・
施
工
法
を
と
り
ま
と
め
、
技
術

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
刊
行
し
た
こ
と

に
つ
い
て
も
報
告
し
ま
し
た
。

⑤S
tandardization

ofthe
P
restre-

ssed
C
oncrete

S
heet

P
ile

M
ethod

atP
ort

＊
大
柳
修
一
、
勝
海
務
、
佐
藤
祐
輔
、

福
手
勤
、
鈴
木
義
晃

港
湾
用
Ｐ
Ｃ
矢
板
に
関
す
る
技
術

課
題
を
検
討
し
、
設
計
・
施
工
法
に

つ
い
て
技
術
マ
ニ
ュ
ア
ル
と
し
て
標

準
化
し
た
こ
と
を
報
告
し
ま
し
た
。

（
＊
印
が
、
論
文
発
表
者
で
す
）

発
表
会
場
の
状
況

三
日
間
の
発
表
日
と
も
朝
八
時
三

十
分
か
ら
十
七
時
ま
で
、
ぎ
っ
し
り

と
日
程
が
詰
ま
り
、
各
論
文
は
、
英

語
に
よ
る
二
十
分
間
の
発
表
の
後
、

セ
ッ
シ
ョ
ン
毎
に
各
会
場
で
は
、
活

発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
に
、
メ
ガ
フ
ロ
ー
ト
で
は
各
国

の
研
究
者
の
関
心
が
集
ま
り
、
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
初
日
の
夜
、
セ
ン
ト
ー
サ

島
で
開
催
さ
れ
た
発
表
者
招
宴
会
で

も
各
国
の
研
究
者
と
意
見
交
換
の
場

が
持
た
れ
、
大
変
に
有
意
義
な
交
流

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。

そ
の
他

実
は
、
今
回
の
国
際
会
議
の
出
席

実
現
に
向
け
て
は
、
年
始
に
当
沿
岸

セ
ン
タ
ー
理
事
長
か
ら
積
極
的
な
海

外
へ
の
論
文
投
稿
を
含
む
広
報
活
動

奨
励
の
激
に
始
ま
り
ま
し
た
。

会
議
事
務
局
と
は
、
そ
れ
か
ら
十

カ
月
の
間
、
概
要
版
や
本
文
、
さ
ら

に
発
表
資
料
な
ど
の
各
種
原
稿
送
付

に
対
応
し
て
き
ま
し
た
が
、
発
表
当

日
に
資
料
未
着
の
事
態
も
発
覚
し
、

予
備
的
に
準
備
し
て
き
た
資
料
で
そ

の
場
を
対
応
す
る
な
ど
の
苦
労
話
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
学
会
発
表

の
帰
路
に
香
港
で
世
界
一
の
取
り
扱

い
量
を
誇
る
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

施
設
、
マ
カ
オ
で
は
海
上
空
港
誘
導

路
の
桟
橋
構
造

を
視
察
す
る
な

ど
有
意
義
な
訪

問
の
機
会
を
得

る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の

成
果
に
つ
き
ま

し
て
は
、
別
の

機
会
に
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

最
後
に
、
本
国
際
会
議
で
当
沿
岸

セ
ン
タ
ー
か
ら
こ
の
よ
う
な
成
果
報

告
が
出
来
ま
し
た
の
は
、
日
頃
よ
り

ご
支
援
・
ご
指
導
戴
い
て
お
り
ま
す

関
係
機
関
並
び
に
関
係
各
位
の
皆
様

方
の
お
か
げ
で
す
。
紙
面
を
お
借
り

し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

■
取
材
・
文
／（

財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

調
査
部
　
主
任
研
究
員
　
尾
島
啓
介

波浪情報について発表する仲井課長
国際会議に参加した当沿岸センタ－の職員（敬称
略）左から鶴谷、尾島、大柳、仲井、右端が宮間

発表者招宴会が開催されたセント－サ島のシャ
ングリラホテル

香港ＨＩＴのコンテナヤ－ドマカオ国際空港の誘導路
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平
成
十
一
年
は
、
昭
和
三
十
四
年

に
伊
勢
湾
沿
岸
部
に
未
曾
有
の
災

害
を
も
た
ら
し
た
伊
勢
湾
台
風
が

来
襲
し
て
四
十
年
と
い
う
節
目
の

年
で
し
た
。
そ
れ
を
契
機
と
し
て

貴
重
な
教
訓
を
風
化
さ
せ
る
こ
と

な
く
、
次
世
代
の
人
た
ち
に
引
き
継

い
で
い
こ
う
。
さ
ら
に
、
港
湾
や
海

岸
に
お
け
る
防
災
事
業
の
重
要
性

を
、
多
く
の
方
に
認
識
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
趣
旨
で
、
当
時
の
第

五
港
湾
建
設
局
が
伊
勢
湾
台
風
四

十
年
事
業
講
演
会
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
講
演
会
で
は
、「
語
り
継

ご
う
伊
勢
湾
台
風
」
と
題
し
て
、
冨

山
芳
幸
氏
（（
株
）
ウ
ェ
ザ
ー
ニ
ュ
ー

ズ
）、
大
野
正
夫
氏
（（
株
）
日
本
港

湾
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
）、
青
山
光
子

氏
（
名
古
屋
市
立
大
学
名
誉
教
授
）、

岩
垣
雄
一
氏
（
京
都
大
学
名
誉
教

授
）、
の
四
人
の
講
師
の
方
に
貴
重

な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
に
代
表
的
な
内
容
に
つ
い
て

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昭
和
最
大
級
の
台
風

―
伊
勢
湾
台
風
―

伊
勢
湾
台
風
（
一
九
五
九
（
昭

和
三
十
四
）
年
十
五
号
台
風
）
は
、

一
九
五
九
年
九
月
二
十
六
日
の
十

八
時
過
ぎ
に
潮
岬
付
近
に
上
陸
し

ま
し
た
。
上
陸
時
の
「
中
心
気
圧
」

は
九
三
〇
hPa
。「
暴
風
域
」
の
大
き

さ
は
、
東
側
で
四
〇
〇
㎞
と
、
と

て
つ
も
な
く
大
き
な
台
風
で
し
た
。

こ
の
時
、
名
古
屋
で
は
南
南
東
三

七
m/s
の
風
速
が
観
測
さ
れ
て
い
ま

す
。「
風
速
」
と
は
十
分
間
の
平
均

風
速
の
こ
と
で
あ
り
、
十
分
間
三

七
m/s
前
後
の
風
が
吹
き
続
け
る
と

い
う
の
は
、
ま
さ
に
想
像
を
絶
す

る
状
態
で
す
。
ま
た
、
台
風
の
ラ
ン

ク
は
、
中
心
付
近
の
「
最
大
風
速
」

を
基
準
に
決
め
ら
れ
て
ま
す
が
、

伊
勢
湾
台
風
は
上
陸
時
六
〇
m/s
と

「
猛
烈
な
」
と
い
う
最
上
級
に
ラ
ン

ク
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
潮
の
驚
異

伊
勢
湾
台
風
の
場
合
、
気
圧
低

下
に
伴
う
吸
い
上
げ
効
果
に
よ
る

潮
位
の
上
昇
は
〇
・
五
〜
〇
・
六
ｍ

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら

に
そ
こ
に
、
南
南
東
の
強
風
に
よ

り
湾
口
か
ら
湾
奥
へ
波
が
吹
き
寄

せ
る
吹
き
寄
せ
効
果
が
加
わ
り
、

伊
勢
湾
沿
岸
に
異
常
な
高
潮
を
発

生
さ
せ
た
の
で
す
。
ま
た
、
伊
勢

湾
は
北
に
行
く
ほ
ど
狭
く
な
り
、

沿
岸
は
当
然
浅
く
な
っ
て
い
き
ま

す
。
そ
こ
に
「
吸
い
上
げ
」
＋

「
吹
き
寄
せ
」
効
果
が
起
こ
り
、
北

側
の
沿
岸
部
で
潮
位
が
非
常
に
高

「
伊
勢
湾
台
風
」

語
り
継
ご
う
伊
勢
湾
台
風
〜
伊
勢
湾
台
風
四
十
年
事
業
講
演
会
か
ら
〜

未
曾
有
の
災
害
の
記
憶
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に

中部地方整備局
港湾空港部
港湾空港企画官

國田　淳

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
20
世
紀
を
振
り
返
っ
て

伊勢湾台風上陸時の天気図（昭和34年9月26日21時）

伊勢湾台風時の気圧、風速、検潮（名古屋港）の記録（岩垣：最新海岸工学より）

主な台風の被害状況

アパート群になだれ込む流木（名鉄大同駅付近）（中
日新聞社提供）



堤
が
採
用
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で

す
。伊

勢
湾
台
風
自
体
は
大
変
痛
ま

し
い
結
果
を
残
し
た
も
の
で
し
た

が
、
未
来
を
真
剣
に
見
つ
め
た
結

果
生
み
出
さ
れ
た
高
潮
防
波
堤
計

画
は
、
今
日
の
繁
栄
を
も
た
ら
す
基

礎
を
築
い
た
も
の
だ
っ
た
の
で
す
。

現
在
の
防
災
対
策
へ
の
教
訓

伊
勢
湾
台
風
が
来
襲
し
て
か
ら

四
十
年
の
歳
月
が
経
過
し
て
い
ま

す
。「
こ
の
四
十
年
の
経
年
変
化
が

防
災
効
果
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
は
な
い
か
」
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
五
点
ほ
ど
挙
げ
ま
す
。

①
地
盤
沈
下：

濃
尾
平
野
の
南
部

地
区
は
、
こ
の
三
十
年
間
に
、

累
積
沈
下
量
が
一
四
〇
㎝
に
達

し
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。
こ
れ
は

相
対
的
に
海
面
が
上
昇
す
る
の

と
同
じ
で
直
接
防
災
効
果
を
減

ら
す
。
こ
の
対
策
と
し
て
は
、

堤
防
の
か
さ
上
げ
、
警
戒
を
厳

重
に
す
る
な
ど
で
強
化
し
て
い

る
が
、
引
き
続
き
警
戒
や
強
化

に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
老
朽
化：

維
持
管
理
に
十
分
な

注
意
が
必
要
で
あ
る
。

③
海
岸
の
侵
食：

砂
浜
が
侵
食
さ

れ
て
無
く
な
る
と
、
越
波
量
も
増

え
、
堤
防
決
壊
の
危
機
に
つ
な

が
る
。

④
埋
め
立
て：

四
十
年
前
と
現
在

で
は
海
岸
地
形
が
す
っ
か
り
変

わ
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
こ
の

変
化
が
高
潮
や
波
浪
に
ど
の
よ

う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
し
っ
か

り
と
調
べ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

⑤
地
震
対
策：

阪
神
淡
路
大
震
災

等
に
鑑
み
て
、
今
一
度
液
状
化

対
策
な
ど
の
地
震
対
策
を
十
分

図
る
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
に

注
意
し
た
と
し
て
も
、
対
策
に
は

限
度
が
あ
り
常
に
一
〇
〇
％
安
全

と
い
う
わ
け
に

は
い
き
ま
せ

ん
。
し
か
も
、

伊
勢
湾
台
風
を

超
え
る
巨
大
な

高
潮
が
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
り

ま
せ
ん
。
こ
の

た
め
、
い
つ
ど

の
よ
う
に
安
全

な
場
所
に
避
難

す
る
か
と
い
っ

た
ソ
フ
ト
面
の

防
災
対
策
に
つ

い
て
も
十
分
用
意
し
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
講
演
会
は
、
風
化
し
つ
つ

あ
っ
た
伊
勢
湾
台
風
が
も
た
ら
し

た
高
潮
被
害
の
甚
大
さ
や
高
潮
防

波
堤
の
建
設
な
ど
に
よ
る
防
災
事

業
の
重
要
性
を
認
識
す
る
上
で
、

非
常
に
有
意
義
な
も
の
で
あ
り
ま

し
た
。
こ
こ
に
、
貴
重
な
お
話
を

い
た
だ
い
た
四
人
の
講
師
の
皆
様

に
紙
面
を
お
借
り
し
て
改
め
て
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
中
部
地
方
整

備
局
で
は
、
こ
の
講
演
内
容
を
踏

ま
え
、
自
然
の
脅
威
か
ら
生
命
と

財
産
を
守
る
た
め
、
老
朽
化
し
つ

つ
あ
る
防
波
堤
・
防
潮
堤
な
ど
の

整
備
を
港
湾
管
理
者
と
協
力
し
な

が
ら
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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「
高
潮
防
波
堤
」
の
建
設

名
古
屋
港
の
高
潮
防
波
堤
の
建

設
計
画
は
、
一
九
五
九
年
四
月
に

関
係
各
省
庁
を
中
心
に
設
置
さ
れ

た
「
伊
勢
湾
等
高
潮
対
策
協
議
会
」

に
お
い
て
決
定
さ
れ
、
実
現
に
移

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
概
要
は
以
下

の
通
り
で
す
。

①
高
潮
防
波
堤
は
鍋
田
干
拓
地
か

ら
知
多
半
島
を
結
ぶ
八
二
五
〇

ｍ
に
二
カ
所
の
開
口
部
を
設
け
、

高
さ
は
Ｔ
・
Ｐ
・
プ
ラ
ス
五
・
〇

九
ｍ
に
す
る
。

②
事
業
費
は
八
十
五
億
五
〇
〇
〇

万
円
（
後
に
一
〇
八
億
円
に
増

額
、一
九
六
四
（
昭
和
三
十
九
）

年
九
月
七
日
完
成
）
に
す
る
。

な
お
、
建
設
に
伴
う
効
果
と
し

て
は
、
五
〇
〇
ｍ
開
口
部
を
開
け

た
場
合
に
、
高
潮
が
五
十
㎝
低
く
、

堤
内
波
高
は
一
・
四
五
ｍ
か
ら

〇
・
六
四
ｍ
に
な
る
と
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
に
よ
り
、
堤
内
防
潮
堤

の
高
さ
は
一
・
二
ｍ
〜
一
・
四
ｍ

く
ら
い
低
く
す
る
こ
と
が
で
き
る

こ
と
か
ら
、
節
減
で
き
る
事
業
費

は
約
六
十
四
億
円
と
い
う
こ
と
で
、

計
画
が
実
現
し
て
い
ま
す
。

名
古
屋
港
の
市
街
地
を
守
る
た

め
に
は
で
き
る
だ
け
高
く
頑
丈
な

堤
防
を
つ
く
る
こ
と
が
要
請
さ
れ

る
。
一
方
、
名
古
屋
港
臨
海
地
区

は
、
中
京
工
業
地
帯
の
中
枢
で
あ

り
、
港
を
使
い
や
す
く
す
る
た
め

に
、
あ
ま
り
高
い
堤
防
や
防
潮
堤

は
つ
く
り
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
こ

の
二
つ
の
異
な
る
要
請
に
応
え
る

解
決
策
の
一
つ
と
し
て
高
潮
防
波

く
な
っ
た
の
で
す
。
こ
の
た
め
、

名
古
屋
港
で
の
潮
位
偏
差
は
三
・

四
五
ｍ
に
も
達
し
ま
し
た
。
し
か

も
台
風
通
過
時
に
、
伊
勢
湾
が
満

潮
に
近
く
、
高
潮
位
で
あ
っ
た
こ

と
、
こ
の
高
潮
に
さ
ら
に
波
浪
が

加
わ
り
、
大
変
な
災
害
を
引
き
起

こ
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

あ
ま
り
に
も
甚
大
だ
っ
た
被
害

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
被
害
は
、
三

重
県
・
愛
知
県
・
岐
阜
県
の
三
県

で
、
行
方
不
明
及
び
死
者
五
〇
〇

〇
名
以
上
、
被
害
総
額
五
〇
〇
〇

億
円
（
現
在
の
貨
幣
価
値
に
換
算

し
て
二
〜
三
兆
円
）
と
い
う
、
あ

ま
り
に
も
甚
大
な
も
の
で
し
た
。

最
大
の
原
因
は
、
記
録
的
な
高
潮

の
発
生
で
す
が
、
そ
れ
に
付
随
し

た
原
因
と
し
て
、
高
潮
に
よ
る
破

堤
が
夜
間
で
あ
っ
た
こ
と
、
人
口

の
密
集
し
た
名
古
屋
市
南
部
に
最

高
潮
位
が
発
生
し
た
こ
と
、
大
量

の
流
木
、
流
材
が
家
屋
を
倒
壊
し

人
命
を
奪
っ
た
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

今
日
の
繁
栄
を
も
た
ら
し
た

基
礎
高
潮
防
波
堤
計
画

名古屋港高潮防波堤と防潮堤

泥水の中復興に向けて新たな生活がはじまる（港区築地口）（中日新聞社提供）
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沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
21
世
紀
を
創
る

は
じ
め
に

日
本
周
辺
は
地
震
の
多
発
地
帯
で

あ
り
、
海
域
で
発
生
し
た
地
震
は
、

津
波
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
図
―
１
に
示
す
よ
う
に
、
北
海

道
、
三
陸
、
紀
伊
半
島
、
四
国
が
、

過
去
に
大
き
な
被
害
を
受
け
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
津
波
災
害
を
防
ぐ

目
的
で
、
岩
手
県
の
久
慈
港
、
釜
石

港
、
高
知
県
の
須
崎
港
で
は
、
津
波

防
波
堤
と
呼
ば
れ
る
施
設
を
水
深
の

深
い
沖
合
い
に
設
置
す
る
こ
と
が
決

定
さ
れ
、
現
在
工
事
が
行
わ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
よ
う
に
構
造

物
を
建
設
し
て
災
害
を
防
ぐ
こ
と

は
、
ハ
ー
ド
対
策
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
但
し
、
設
置
し
た
防
波
堤
の
高

さ
以
上
の
津
波
が
来
襲
す
る
可
能
性

も
あ
る
し
、
ま
た
、
防
波
堤
の
一
部

が
津
波
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。
何
が
起
こ
る
か
分
か

ら
な
い
の
が
災
害
で
あ
る
以
上
、
構

造
物
を
つ
く
れ
ば
そ
れ
で
安
全
と
言

い
切
る
こ
と
は
不
可
能
で
す
。
そ
こ

で
、
ハ
ー
ド
対
策
と
併
せ
て
、
ソ
フ

ト
対
策
の
重
要
性
が
近
年
認
識
さ
れ

始
め
て
い
ま
す
。ソ
フ
ト
対
策
と
は
、

有
効
な
情
報
を
作
成
、
伝
達
し
、
そ

れ
を
用
い
て
、
適
切
な
対
応
を
取
る

こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
よ

う
と
す
る
も
の
で
す
。具
体
的
に
は
、

発
生
し
た
地
震
の
情
報
、
そ
れ
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
津
波
の
情
報

等
を
入
手
し
て
、
そ
れ
を
有
効
に
活

用
し
、
防
災
に
役
立
て
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。

津
波
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

こ
の
よ
う
な
考
え
方
に
基
づ
い
て
、

国
は
こ
れ
ま
で
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
呼
ば
れ
る
施
設
を
整
備
し
て

来
ま
し
た
。
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
次

の
二
つ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

①
地
震
・
津
波
情
報
等
を
、
二
十

四
時
間
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
的
確

に
収
集
す
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
の
情
報
を
地
域
住
民
お
よ
び

海
岸
利
用
者
へ
提
供
す
る
。

②
各
地
区
に
あ
る
、
水
門
・
陸
閘

を
、
遠
隔
操
作
に
よ
り
、
一
元

的
に
集
中
管
理

し
、
水
門
・
陸

閘
の
閉
鎖
を
速

や
か
に
行
い
、

沿
岸
域
の
浸
水

被
害
を
防
ぐ
。

図
―
２
に
示

す
よ
う
に
、
北

海
道
浜
中
町
か

ら
、
静
岡
県
焼

津
市
ま
で
、
六

カ
所
の
津
波
防

災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
が
整
備
さ
れ

て
い
ま
す
。（
財
）

沿
岸
開
発
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー

（
以
下
、
当
沿
岸

セ
ン
タ
ー
）
も
、
こ
の
う
ち
の
何
カ

所
か
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
設
計
業

務
を
受
託
し
、
ど
の
よ
う
な
シ
ス
テ

ム
が
望
ま
し
い
の
か
を
検
討
し
て
き

ま
し
た
。

津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

地
震
が
発
生
し
て
か
ら
、
早
い
場

合
で
数
分
で
津
波
が
沿
岸
に
到
達
す

「
津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

海
岸
利
用
者
に
よ
り
的
確
に
安
全
情
報
を
伝
達
す
る

津
波
防
災
か
ら

津
波
・
高
潮
防
災
へ

図－１　日本周辺で発生した津波（1926年～1996年）（渡辺
(1998)）○の大きさが津波の規模を示す（数字は各津波の通番）。

図－２　津波・高潮防災ステーションの位置図（国土交通省のホームページより）



津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
情
報
の
流
れ

津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
情
報
の
流
れ
を
図
―
４
に
示
し
ま

す
。
地
震
発
生
後
、
気
象
庁
発
表
の

地
震
・
津
波
情
報
が
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
速
や
か
に
集
め
ら
れ
ま
す
。
こ
の

情
報
に
従
っ
て
、
水
門
・
陸
閘
の
自

動
閉
鎖
が
行
わ
れ
ま
す
。そ
の
際
に
、

船
舶
や
自
動
車
、
人
が
事
故
に
合
わ

な
い
よ
う
、
ス
ピ
ー
カ
ー
や
回
転
灯

で
注
意
が
喚
起
さ
れ
る
と
と
も
に
、

現
場
の
様
子
が
カ
メ
ラ
に
よ
っ
て
監

視
さ
れ
ま
す
。
閉
鎖
後
も
、
津
波
に

よ
る
被
害
の
恐
れ
が
な
く
な
る
ま
で

沿
岸
の
水
位
の
監
視
を
続
け
ま
す
。

高
潮
に
つ
い
て
も
、
台
風
が
対
象

地
点
に
近
づ
い
て
、
危
険
が
あ
る
程

度
以
上
に
な
っ
た
と
判
断
さ
れ
た
段

階
以
後
は
、
津
波
と
同
様
の
対
応
と

な
り
ま
す
。

相
良
町
の
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

に
よ
る
防
災
効
果

前
述
の
相
良
町
の
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
で
は
、
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
設
置
に

よ
る
防
災
効
果
が
見
積
も
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
静
岡
県
防
災
課
が

二
〇
〇
一
年
五
月
三
十
日
に
発
表
し

た
東
海
地
震
の
第
三
次
被
害
想
定
に

よ
る
と
、
相
良
町
を
含
む
駿
河
湾
沿

岸
に
お
い
て
、
地
震
発
生
か
ら
約
五

分
で
津
波
の
第
一
波
が
到
達
す
る
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
前
に
は
、
地
震
・
津
波
情
報

を
得
て
か
ら
、
各
所
へ
の
連
絡
に
五

分
、
水
門
・
陸
閘
へ
の
移
動
十
分
、

閉
鎖
操
作
五
分
の
合
計
二
十
分
を
要

し
ま
し
た
が
、
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
後
は
、
閉
鎖
操
作
の
五
分
し
か

必
要
な
い
た
め
、緊
急
時
の
対
応
が
、

非
常
に
速
や
か
に
行
わ
れ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
の
事
業
と
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
の
役
割

現
在
、
相
良
町
と
同
様
の
津
波
・

高
潮
防
災
ス
テ

ー
シ
ョ
ン
が
、

全
国
各
地
で
計

画
さ
れ
て
い
ま

す
。
当
沿
岸
セ

ン
タ
ー
は
、
沿

岸
気
象
海
象
情

報
配
信
シ
ス
テ

ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ

Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
を
、

開
発
・
運
用
し

て
お
り
、
多
く

の
利
用
者
か
ら

高
い
評
価
を
受

け
て
い
る
こ
と

と
、
既
存
の
津

波
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
、
あ
る

い
は
各
所
の
防

災
シ
ス
テ
ム
の

基
本
設
計
業
務
を
担
当
し
た
実
績
か

ら
、
今
後
の
事
業
に
も
積
極
的
に
参

画
し
、
国
及
び
地
方
自
治
体
の
防
災

対
策
に
、
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

■
文
／
（
財
）
沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

波
浪
情
報
部
・
業
務
第
二
課
長
　
仲
井
圭
二

調
査
部
・
主
任
研
究
員
　
岡
島
伸
行

■
参
考
文
献

・
渡
辺
偉
夫(1

9
9
8
)：

日
本
被
害
津
波
総
覧[

第

２
版]

、
東
京
大
学
出
版
会，

2
3
8
pp.

・
宇
野
木
早
苗(1

9
9
3
)：

沿
岸
の
海
洋
物
理
学
、

東
海
大
学
出
版
会，

6
7
2
pp.

全
国
に
広
が
る

防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

図－４　津波・高潮防災ステーションの情報の流れ
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る
こ
と
か
ら
、
避
難
す
る
の
に
時
間

的
余
裕
が
な
い
た
め
、
従
来
の
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
は
、
津
波
を
優
先
的

な
対
象
に
し
て
整
備
し
て
来
ま
し

た
。
し
か
し
、
一
九
九
九
年
の
台
風

十
八
号
に
よ
っ
て
、
熊
本
県
、
鹿
児

島
県
、
山
口
県
等
が
大
き
な
被
害
を

受
け
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
津
波

だ
け
で
は
な
く
、
高
潮
に
対
す
る
防

災
も
重
要
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
高

ま
り
ま
し
た
。
事
実
、
日
本
は
伊
勢

湾
台
風
や
、
室
戸
台
風
等
、
過
去
に

大
き
な
高
潮
被
害
を
受
け
て
い
ま
す

（
図
―
３
）。
そ
こ
で
、
高
潮
を
も
対

象
と
し
た
津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
が
検
討
さ
れ
始
め
、
二
〇
〇

一
年
七
月
十
二
日
に
、
静
岡
県
相
良

町
に
、
初
め
て
の
津
波
・
高
潮
防
災

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
津
波
・
高
潮
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
は
、
従
来
の
津
波
防
災
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
に
、
高
潮
対
策
の
視
点
が
追
加

さ
れ
た
他
に
、
海
象
観
測
機
器
の
設

置
に
よ
り
、
津
波
・
高
潮
の
発
生
を

い
ち
早
く
認
識
す
る
と
と
も
に
、
海

岸
利
用
者
に
安
全
情
報
を
的
確
に
伝

達
す
る
点
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

高
潮
の
主
た
る
原
因
で
あ
る
台
風

は
、
沿
岸
付
近
に
到
達
す
る
ず
っ
と

以
前
か
ら
、
そ
の
現
況
と
予
測
情
報

を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
た

め
対
象
地
点
の
水
位
を
計
算
し
て
、

対
策
を
立
て
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る

た
め
、
津
波
よ
り
も
き
め
細
か
な
対

策
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

図－３　日本沿岸各地の最大潮位偏差（高潮）（宇野木(1993)）
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楊
子
江
（
長
江
）
は
総
延
長
六
三

〇
〇
㎞
も
あ
り
、
中
国
一
の
巨
大
な

川
で
あ
る
。
年
間
九
二
四
〇
億
　
の

水
と
四
・
八
六
億
ト
ン
の
砂
が
河
口

部
（
長
江
口
）
を
経
て
、
海
に
流
れ

て
い
る
。
長
い
歴
史
的
な
移
り
か
わ

り
と
半
世
紀
以
来
の
沿
岸
工
事
に
よ

っ
て
、
河
口
部
は
今
の
”
三
段
分
流
、

四
口
（
北
支
、
北
港
、
北
槽
と
南
槽
）

入
海
“と
い
う
比
較
的
安
定
な
構
図
と

な
っ
た
。

淡
水
と
塩
水
の
混
合
と
平
面
環
状

流
の
流
れ
場
が
シ
ル
テ
ー
シ
ョ
ン
を

起
し
て
、
河
口
部
に
四
十
〜
六
十
㎞

の
浅
瀬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
形

成
し
、
航
路
を
阻
み
遮
っ
て
い
た
。

浅
瀬
の
自
然
水
深
は
五
・
五
〜
六
・

〇
ｍ
し
か
な
い
が
、
一
九
九
八
年
ま

で
に
年
間
約
一
二
〇
〇
万
　
の
浚
渫

量
で
、
七
・
〇
ｍ
の
水
深
を
維
持
し

て
い
た
。

長
江
口
航
路
の
水
深
不
足
が
上
海

を
始
め
と
す
る
デ
ル
タ
地
帯
と
揚
子

江
全
流
域
の
発
展
に
多
大
な
支
障
を

与
え
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

長
江
口
に
深
水
航
路
を
実
現
さ
せ
る

の
が
中
国
人
の
夢
だ
っ
た
。
多
く
の

研
究
者
は
五
十
年
も
前
か
ら
長
江
口

の
水
、
砂
特
性
、
底
面
変
形
機
構
及

び
工
事
策
な
ど
を
現
地
観
測
、
理
論

研
究
、
実
験
研
究
と
数
値
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
研
究
し
続
け
て

き
た
。
そ
し
て
一
九
九
四
年
に
整
備

目
標
は
最
も
流
量
が
安
定
し
、
経
由

す
る
砂
の
量
が
比
較
的
少
な
い
北
槽

に
決
ま
っ
て
、
構
造
物
の
建
設
と
浚

渫
を
兼
用
す
る
整
備
案
が
国
か
ら
認

め
ら
れ
た
。

工
事
の
概
要

長
江
口
深
水
航
路
整
備
工
事
の
概

要
を
表
―
１
に
示
す
。

各
部
分
が
持
つ
設
計
機
能
は
次
の

よ
う
で
あ
る
。

分
流
口：

天
端
高
プ
ラ
ス
二
・
〇

ｍ
〜
マ
イ
ナ
ス
二
・
〇
ｍ
の
潜
堤
、

南
線
堤
と
南
導
堤
の
上
流
側
の
一
部

か
ら
な
る
。南
港
の
流
れ
を
北
槽
と
南

槽
へ
分
流
す
る
浅
瀬（
江
亜
南
沙
）
を

安
定
さ
せ
、
北
槽
の
流
れ
、
そ
し
て
航

路
の
整
備
効
果
を
保
つ
役
目
を
果
す

構
造
で
あ
る
。底
沙
が
大
量
に
北
槽
に

侵
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
機
能
も
あ
る
。

南
、
北
導
堤：

下
げ
潮
時
の
流
れ

が
卓
越
す
る
の
で
、
天
端
高
＋
二
・

〇
ｍ
の
堤
防
が
北
槽
を
挟
む
形
で
、

槽
内
の
流
れ
を
整
理
し
、
堤
外
浅
瀬

上
の
沙
が
波
に
よ
っ
て
浮
上
し
て
、

北
槽
に
侵
入
す
る
こ
と
を
防
ぐ
。

（
突
堤
）：

さ
ら
に
槽
内
の

流
れ
を
な
め
ら
か
に
し
、
浚
渫
に
よ

っ
て
深
め
た
航
路
と
バ
ラ
ン
ス
を
取

り
な
が
ら
過
流
断
面
積
を
あ
ま
り
変

ら
な
い
よ
う
、
し
か
も
航
路
中
の
流

速
の
ち
ょ
っ
と
し
た
増
大
を
企
ん
で

い
る
。
将
来
の
維
持
浚
渫
量
が
堪
忍

で
き
る
程
度
に
な
る
こ
と
が
最
大
の

目
的
で
、
工
事
中
で
も
現
地
観
測
や

実
験
研
究
に
よ
っ
て
慎
重
に
　
　
の

は
じ
め
に

長
江
口
深
水
航
路
整
備
工
事

中国・長江口
航道建設有限公司
総工程師　

范期錦

南港�

潜堤�

分流口�
江亜南沙�

一期南導堤�

二期南導堤�

一期北導堤�

二期北導堤�

航路

 実施段階 第一期工事 第二期工事 第三期工事 全工事�
  1.60  1.60�
  3.20  3.20�
 南導堤（km） 20.00 28.08  48.08�
 北導堤（km） 16.50 32.70  49.20�
 丁　（突堤）（基／km） 6/9.17 13/22.09  19/31.26�
 航路水深（ｍ） 8.5 10.0 12.5 12.5�
 航路幅（ｍ） 300 350/400 350/400 350/400�
 航路浚渫延長（km） 51.77 71.91 85.66 85.66�
 浚渫量（万m3） 4496 5590 15090 25176�
 工期（年） 3 3 2 8�
 投資金額（PMB元） 32.5億 80.7億 41.8億 155億�

分流口�
南線堤（km）�
潜堤（km）�

表－1 長江口深水航路整備工事の概要

図－1 長江口深水航路整備工事計画図

ｍ3

ｍ3

工
事
の
概
要
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最
終
設
計
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。

浚
渫：

限
ら
れ
た
工
期
内
に
航
路

の
設
計
水
深
を
達
成
す
る
手
段
で
あ

り
、
施
工
期
内
航
路
中
の
埋
没
を
直

ち
に
除
去
す
る
対
策
で
も
あ
る
。

一
九
九
八
年
一
月
に
第
一
期
工
事

の
着
工
式
典
は
上
海
市
浦
東
の
外
高

橋
で
開
か
れ
、
呉
邦
国
国
務
院
副
総

理
、
徐
匡
迪
上
海
市
長
、
黄
鎮
東
交

通
部
長
外
が
出
席
さ
れ
た
。
同
時
に

交
通
部
、
上
海
市
と
江
蘇
省
か
ら
資

本
金
を
出
し
て
、
工
事
の
業
主
と
な

る
長
江
口
航
道
建
設
有
限
公
司
を
創

立
し
た
。

施
工
基
地
建
設
、試
験
工
事
や
入
札

な
ど
を
経
て
、
導
流
堤
本
工
事
の
着

工
は
一
九
九
八
年
七
月
に
、
完
成
は

予
定
し
た
二
〇
〇
〇
年
末
よ
り
七
ヶ

月
も
早
く
、二
〇
〇
〇
年
五
月
だ
っ
た
。

航
路
浚
渫
は
一
九
九
九
年
七
月
〜
二

〇
〇
〇
年
三
月
、
五
一
・
七
七
㎞
に

わ
た
っ
て
八
・
五
㎞
水
深
を
達
成
し

て
、
さ
ら
に
四
ヶ
月
間
の
試
験
通
行

と
航
路
標
識
な
ど
の
調
整
を
行
っ
て
、

七
月
に
試
運
航
期
に
入
っ
た
。

構
造
物
の
設
計

当
工
事
に
あ
た
っ
て
幾
つ
か
の
特

徴
が
注
目
さ
れ
た
。

底
質：

一
期
工
事
の
床
面
は
ほ
と

ん
ど
　
＝
〇
・
一
六
五
㎜
の
シ
ル
ト

で
、
ち
ょ
っ
と
し
た
流
れ
の
変
化
さ

え
あ
れ
ば
、
堆
積
し
た
り
、
洗
掘
し

た
り
し
易
い
。
床
面
安
定
工
は
構
造

物
安
定
の
命
と
言
え
る
。

軟
弱
地
盤：

シ
ル
ト
の
下
は
、
Ｎ
値

平
均
二
で
、
厚
さ
十
三
〜
二
十
五
ｍ

の
軟
弱
粘
土
層
が
あ
る
。
工
期
、
処

理
費
用
、
導
流
堤
の
機
能
、
天
端
高
、

一
期
工
事
の
場
合
波
が
あ
ま
り
多
く

な
い
こ
と
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
て
、

あ
る
程
度
の
沈
下
量
を
呑
む
こ
と
で
、

地
盤
無
処
理
の
構
造
が
望
ま
れ
る
。

陸
地
遠
隔：

工
事
現
場
は
河
口
部

と
は
言
え
、
本
物
の
海
で
あ
る
。
一

期
工
事
の
も
っ
と
も
陸
地
に
近
い
潜

堤
で
も
岸
と
六
㎞
離
れ
て
い
る
。
故

に
川
の
流
れ
、
潮
流
、
季
節
風
と
台
風

に
よ
る
波
な
ど
の
影
響
が
強
く
、
施

工
性
は
極
め
て
悪
い
。
お
ま
け
に
ト

ラ
ン
シ
ッ
ト
な
ど
目
視
で
き
る
測
量

法
は
い
っ
さ
い
使
え
な
く
、
位
置
決

め
に
は
新
し
い
工
法
が
要
求
さ
れ
る
。

巨
大
な
工
事
量
と
き
つ
い
工
期：

構
造
物
だ
け
で
も
五
十
㎞
を
越
え
、

僅
か
二
・
五
年
間
で
完
成
で
き
る
か

と
、
良
く
聞
か
れ
る
疑
問
で
、
月
に

三
㎞
以
上
の
導
堤
が
造
れ
る
設
計
と

工
法
を
求
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

構
造
物
の
設
計
に
際
し
て
、
ま
ず

地
盤
の
砂
流
出
防
止
工
が
重
要
視
さ

れ
た
。
流
れ
の
数
値
計
算
と
動
床
実

験
（
模
型
沙
を
敷
い
た
三
次
元
実
験
）

で
マ
ッ
ト
敷
き
の
幅
を
決
め
、
マ
ッ

ト
の
材
質
ま
た
は
引
張
り
強
度
、
浸

透
率
な
ど
仕
様
は
設
計
上
に
必
要
な

緒
元
を
も
と
に
、
メ
ー
カ
ー
と
協
議

し
た
上
で
、
さ
ら
に
試
験
工
事
を
経

て
、
下
図
の
よ
う
な
底
質
安
定
マ
ッ

ト
を
設
計
し
た
。

マ
ッ
ト
の
素
材
はN

o
n
w
o
v
en

G
eotextile

とW
oven

G
eotextile

と
合
成
し
た
も
の
を
使
っ
た
。
マ
ッ

ト
自
体
を
安
定
に
す
る
ロ
ッ
ド
と
し
て

三
次
元
の
床
面
変
形
に
対
応
で
き
る

コ
ン
ク
リ
ー
ト
連
鎖
ブ
ロ
ッ
ク
と
二

次
元
床
面
変
形
に
対
応
す
る
”砂
肋
“

（
φ
３
０
０
mm
のW

oven
G
eotextile

製
パ
イ
プ
に
砂
を
入
れ
た
も
の
）を
使

っ
た
。

基
本
設
計
の
段
階
で
堤
体
は
ま
ず

消
波
ブ
ロ
ッ
ク
被
覆
捨
石
傾
斜
堤
が

取
り
上
げ
ら
れ
た
が
、
デ
ル
タ
地
区

に
石
が
な
い
の
で
、
中
詰
は
大
き
な

W
oven

G
eotextile

製
ポ
ケ
ッ
ト
に

砂
を
充
填
す
る
”袋
装
砂
“に
し
た
。

一
期
工
事
の
導
流
堤
と
突
堤
に
使

っ
た
も
う
一
つ
主
役
構
造
は
そ
も
そ

も
日
本
で
開
発
さ
れ
た
半
円
堤
で
あ

り
、
総
延
長
は
十
八
・
一
三
六
㎞
も

あ
っ
た
。

一
九
九
四
年
に
中
国
交
通
部
設
計

基
準
に
関
す
る
技
術
交
流
団
が
訪
日

の
際
に
日
本
の
運
輸
省
港
湾
技
術
研

究
所
と
第
四
港
湾
建
設
局
が
半
円
体

ケ
ー
ソ
ン
堤
を
開
発
し
、
宮
崎
港
で

試
験
工
事
を
も
行
っ
た
と
い
う
情
報

構
造
物
の
設
計

写真－1 一期工事着工式典（左：呉邦国副総理、右：徐匡迪上海市長）（1998年1月27日」）

（堤身）�20000（余排）� 20000（余排）�

コ
ン
ク
リ
ー
ト
連
鎖
ブ
ロ
ッ
ク�

単位：mm

図－2 底質安定マットの一例

コンクリート連鎖ブロック余排 (20m)

下敷き石 (800)

マット�

水止め  Nonwonen Geotextile(450g/m2)
Accropode(1240)

Non weven Geotextile(450g/m2)

ポケットコンクリート上部工 C20（1240）�

図－3 傾斜式導流堤の一例（断面図）

写真―2 北導堤（傾斜堤）写真―3 南導堤（半円堤）Closingの瞬間

d50
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を
得
て
、
そ
の
優
れ
た
水
理
特
性
と

地
盤
に
か
か
る
荷
重
が
小
さ
い
利
点

に
惹
か
れ
た
。
一
九
九
五
年
に
交
通

部
第
一
航
務
工
程
設
計
院
は
天
津
港

南
彊
に
建
設
す
る
防
波
締
め
切
り
堤

（
五
三
〇
ｍ
）
を
半
円
堤
で
設
計
し
、

一
九
九
六
年
に
成
功
し
た
。

長
江
口
工
事
に
半
円
体
を
使
う
可

能
性
に
対
す
る
検
討
で
、
上
で
述
べ

た
利
点
に
加
え
て
、
さ
ら
に
二
つ
の

利
点
と
一
つ
の
注
意
す
べ
き
点
が
み

つ
け
だ
さ
れ
た
。

導
流
堤
の
機
能
に
よ
っ
て
、
防
波

堤
と
違
っ
て
、天
端
高
は
＋
二
・
〇
ｍ

と
低
く
し
て
い
る
。
越
波
が
大
き
い

け
れ
ど
、
差
し
支
え
な
い
。
中
詰
と

上
部
工
が
不
要
な
の
で
、
工
程
が
少

な
い
。
そ
し
て
施
工
期
の
安
定
性
は

非
常
に
高
い
。
し
か
し
高
潮
位
の
時

に
潜
堤
と
な
る
の
で
、
底
板
開
口
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
揚
圧
力
は
ア
ー
チ

部
の
内
側
に
発
生
し
て
、
谷
本
先
生

の
合
田
修
正
式
に
よ
っ
て
設
計
し
た

堤
体
は
水
槽
実
験
中
安
定
で
き
ず
、

動
い
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
謝
世
楞

工
程
院
士
を
始
め
と
す
る
第
一
航
務

工
程
設
計
院
の
設
計
者
は
理
論
と
実

験
的
研
究
を
し
て
、
長
江
口
導
流
堤

に
相
応
し
い
波
圧
計
算
修
正
式
と
数

値
計
算
法
を
提
案
し
た
。

一
期
工
事
竣
工
以
来
、
七
回
の
台

風
に
も
見
舞
わ
れ
た
が
、
構
造
物
に

は
ほ
と
ん
ど
被
害
が
な
く
、
構
造
物

の
設
計
は
適
正
で
あ
る
こ
と
が
立
証

さ
れ
た
。

新
工
法
の
開
発

長
江
口
工
事
条
件
の
厳
し
さ
に
対

応
し
て
、
品
質
確
保
、
高
能
率
し
か

も
無
人
化
あ
る
い
は
省
力
化
工
法
が

色
々
と
導
入
さ
れ
、
あ
る
い
は
開
発

が
試
み
ら
れ
た
。
中
国
で
前
例
の
な

い
新
工
法
は
次
に
上
げ
ら
れ
る
。

・
各
工
程
の
位
置
決
め
、
検
収
測
量

や
水
深
測
定
な
ど
は
全
て
GPS
で
行

っ
た
。
一
期
工
事
に
使
う
GPS
装
置

は
五
十
セ
ッ
ト
を
超
え
た
。
そ
の

た
め
、
一
期
工
事
専
用
の
基
線
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
（
基
地
局
も
含
め
）、

各
工
程
に
適
用
す
る
ソ
フ
ト
や
潮

位
修
正
不
要
な
水
深
測
定
法
な
ど

も
開
発
さ
れ
た
。

・
マ
ッ
ト
敷
き
専
用
の
大
型
作
業
船

が
開
発
さ
れ
、
六
艘
が
建
造
さ
れ

た
。
平
均
能
率
は
五
〇
〇
〇
㎡
／

日
・
艘
に
達
し
た
。

・
袋
装
砂
作
業
船
が
開
発
さ
れ
た
が
、

二
段
三
段
と
一
気
に
連
体
の
ポ
ケ

ッ
ト
を
敷
い
て
、
砂
の
充
填
作
業

を
連
続
的
に
行
う
工
法
も
開
発
さ

れ
た
。
四
〇
〇
　
／
日
・
艘
の
能

率
で
あ
る
。

・
半
円
体
の
基
礎
と
な
る
捨
石
マ
ウ

ン
ド
の
捨
石
作
業
と
均
し
作
業
を

一
体
化
す
る
着
底
式
捨
石
均
し
作

業
船
が
開
発
さ
れ
た
。
風
速
二
十

ｍ
／
ｓ
以
下
で
あ
れ
ば
、
荒
天
で

も
作
業
可
能
で
、
一
作
業
日
に
延

べ
六
十
ｍ
の
マ
ウ
ン
ド
が
造
成
で

き
る
。
十
〜
一
〇
〇
㎏
／
個
の
捨

石
を
対
象
に
均
し
精
度
は
±
五
㎝

で
あ
る
。

工
事
管
理
に
つ
い
て
こ
の
工
事
の

最
大
な
特
徴
と
言
え
る
の
は
“
動
態

管
理
”
で
あ
る
。
あ
ま
り
に
も
巨
大

な
長
江
口
、
そ
し
て
つ
ね
に
変
動
し

て
い
る
流
れ
と
地
形
を
相
手
に
し
て
、

構
造
物
に
よ
る
流
れ
と
砂
の
動
き
を

い
つ
で
も
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
、
か
な
り
綿
密
な
現
地
観
測

を
行
っ
た
。
絶
え
ず
実
験
と
研
究
も

し
て
、
設
計
案
の
一
部
調
整
と
施
工

計
画
の
修
正
は
度
々
あ
っ
た
。

＊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊

入
札
で
実
績
の
豊
富
な
設
計
院
と

施
工
企
業
を
集
め
、
優
秀
な
監
理
公

司
に
工
事
に
対
す
る
全
過
程
監
督
を

委
託
し
た
。
厳
し
く
科
学
的
な
工
事

管
理
と
先
進
技
術
を
頼
ん
で
、
一
期

工
事
を
見
事
に
完
成
さ
せ
た
。
現
在
、

第
二
期
工
事
の
着
工
を
目
指
し
て
、

設
計
案
の
再
検
討
、
基
地
建
設
や
新

し
い
作
業
船
の
開
発
な
ど
の
準
備
作

業
が
着
々
と
進
捗
し
て
い
る
。

人
工
衛
星
か
ら
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
中
国
の
水
上
長
域
が
揚
子
江
の

玄
関
で
長
々
と
伸
び
て
、
夢
で
あ
っ

た
深
水
航
路
は
こ
れ
か
ら
発
展
す
る

中
国
経
済
に
多
大
な
貢
献
を
す
る
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
し
て
い
る
。

図―4 半円体導流堤の一例（断面図）

新
工
法
の
開
発

写真―4 マット敷き作業船

ｍ3

写真―5 着底式捨石均し船（上：捨石均し船、下：石運搬船）

写真―6 完成した分流口
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那
覇
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル

第
一
号
函
据
付
完
了
式
開
催

【
H
13
・
12
・
４
】
那
覇
港
湾
空
港
工

事
事
務
所
で
建
設
中
の
那
覇
港
沈
埋
ト

ン
ネ
ル
の
一
号
函
が
九
月
二
十
九
日
〜

十
月
一
日
に
か
け
て
曳
航
・
沈
設
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
を
記
念
し
て
同
事
務
所

主
催
に
よ
り
那
覇
港
沈
埋
ト
ン
ネ
ル
第

一
号
函
据
付
完
了
式
が
那
覇
港
沈
埋
ト

ン
ネ
ル
三
重
城
側
立
坑
内
で
関
係
者
約

二
〇
〇
名
の
出
席
の
も
と
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

沈
埋
ト
ン
ネ
ル
は
三
重
城
側
地
区
と

那
覇
空
港
方
面
を
結
ぶ
も
の
で
、
ト
ン

ネ
ル
延
長
一
一
四
三
ｍ
の
内
、
七
二
四

ｍ
に
全
八
函
の
沈
埋
函
が
設
置
さ
れ
ま

す
。
供
用
開
始
は
二
〇
〇
八
年
の
予
定

で
す
。港

湾
整
備
振
興
全
国
大
会
開
催

【
Ｈ
13
・
11
・
２
】
港
湾
整
備
促
進
協

議
会
主
催
で
、
平
成
十
四
年
度
予
算
要

求
に
か
か
る
「
港
湾
整
備
振
興
全
国
大

会
」
が
砂
防
会
館
（
東
京
千
代
田
区
）

に
て
港
湾
関
係
代
表
者
約
一
〇
〇
〇
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

港
湾
海
岸
防
災
協
議
会

第
四
十
一
回
通
常
総
会
開
催

【
Ｈ
13
・
11
・
２
】
港
湾
海
岸
防
災
協

議
会
の
第
四
十
一
回
通
常
総
会
が
、
砂

防
会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

冒
頭
、
江
藤
隆
美
会
長
が
挨
拶
に
立

ち
、「
地
球
温
暖
化
現
象
に
よ
る
影
響

で
海
面
水
位
が
上
昇
す
る
な
ど
、
我
々

が
こ
れ
ま
で
予
想
も
し
な
か
っ
た
災
害

が
起
こ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
海
に
囲

ま
れ
た
我
が
国
に
お
い
て
は
防
災
海
岸

の
整
備
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
く
る

こ
と
は
間
違
い
な
い
」
と
今
後
の
港
湾

海
岸
整
備
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

国
際
空
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
０
１
開
催

【
Ｈ
13
・
11
・
７
、
８
】（
財
）
関
西
空

港
調
査
会
、
関
西
国
際
空
港
（
株
）、

関
西
国
際
空
港
用
地
造
成
（
株
）
の
主

催
で
「
国
際
空
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０

０
１
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
二
十
一
世
紀
に
お
け
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
人
・
物
の
動
き
と
国
際
空
港
」。

日
本
を
含
む
世
界
各
国
の
国
際
空
港

で
抱
え
て
い
る
用
地
確
保
、騒
音
問
題
、

周
辺
地
域
と
の
共
存
な
ど
い
く
つ
か
の

共
通
の
テ
ー
マ
を
、
今
回
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
各
空
港
の
関
係
者
が
一
同
に
集

い
、
技
術
的
課
題
と
解
決
策
、
今
後
の

空
港
整
備
及
び
運
用
等
に
つ
い
て
意
見

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
国
は
、
中

国
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
マ
カ
オ
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
、
イ
タ
リ
ア
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
韓
国
、
オ
ラ
ン
ダ

の
九
カ
国
。

十
勝
港
で
人
工
地
震
に
よ
る

世
界
初
の
液
状
化
実
験

【
Ｈ
13
・
11
・
13
】
独
立
行
政
法
人
港

湾
空
港
技
術
研
究
所
と
（
社
）
日
本
埋

立
浚
渫
協
会
の
共
同
研
究
で
、
世
界
初

の
人
工
地
震
に
よ
る
大
規
模
液
状
化
実

験
が
北
海
道
十
勝
港
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
回
の
研
究
は
関
係
機
関
か
ら
も

注
目
が
集
ま
り
、
カ
ル
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

学
、
早
稲
田
大
学
、
鋼
管
杭
協
会
、
地

盤
工
学
会
等
の
多
く
の
関
係
機
関
が
参

画
し
て
い
ま
す
。

実
験
は
、
地
中
に
配
置
し
た
ダ
イ
ナ

マ
イ
ト
に
よ
り
人
工
地
震
を
発
生
さ
せ

て
、
実
物
大
の
矢
板
式
係
船
岸
の
振
動

時
の
挙
動
等
を
計
測
、
解
析
す
る
と
と

も
に
、
同
時
に
発
生
さ
せ
る
側
方
流
動

の
地
盤
内
の
挙
動
に
つ
い
て
も
各
種
計

測
を
行
う
も
の
で
す
。

阪
神
淡
路
大
震
災
発
生
後
、
各
種
耐

震
設
計
が
見
直
さ
れ
て
、「
港
湾
の
施

設
の
技
術
上
の
基
準
同
解
説
」
も
平
成

十
一
年
に
全
面
的
に
改
正
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
極
大
地
震
に
対
す
る
矢

板
式
係
船
岸
の
変
形
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
デ

ー
タ
が
不
十
分
な
こ
と
か
ら
こ
の
設
計

法
に
つ
い
て
は
課
題
が
残
さ
れ
た
状
況

で
し
た
。

今
回
の
実
験
に
よ
り
、
よ
り
耐
震
性

を
考
慮
し
た
低
廉
で
確
実
な
岸
壁
築
造

や
用
地
造
成
が
提
供
で
き
る
も
の
と
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

北
東
ア
ジ
ア
港
湾

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

【
Ｈ
13
・
11
・
16
】
こ
れ
か
ら
の
北
東

ア
ジ
ア
開
発
戦
略
を
考
え
る
「
北
東
ア

ジ
ア
港
湾
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
、
国
際
港

湾
交
流
協
力
会
（
Ｊ
Ｏ
Ｐ
Ｃ
Ａ
）
と

（
財
）
環
日
本
海
経
済
研
究
所
（
Ｅ
Ｒ

Ｉ
Ｎ
Ａ
）
の
共
催
、
国
土
交
通
省
北
陸

地
方
整
備
局
の
後
援
に
よ
り
メ
ル
パ
ル

ク
新
潟
郵
便
貯
金
会
館
（
新
潟
）
に
て
、

約
一
七
〇
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
極
東
ロ
シ
ア
か

ら
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
商
業
港
営
業
次
長

コ
ン
ス
タ
ン
チ
ン
・
ボ
ロ
ジ
ン
氏
、
極

東
船
舶
公
団
マ
ー
ケ
ッ
ト
部
船
舶
市
場

調
査
長
セ
ル
ゲ
イ
・
シ
ュ
ト
ゥ
カ
氏
、

極
東
国
立
鉄
道
大
学
教
授
ウ
ラ
ジ
ミ
ー

ル
・
グ
リ
ゴ
リ
ー
エ
ビ
ッ
チ
・
ム
イ
ス

ニ
ッ
ク
氏
の
三
氏
を
招
聘
し
て
、
極
東

に
お
け
る
海
陸
運
送
の
連
携
状
況
や
朝

鮮
半
島
縦
断
鉄
道
と
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の

連
結
の
可
能
性
に
つ
い
て
講
演
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
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地
震
、
噴
火
、
地
滑
り
、

崖
崩
れ
等
の
気
象
的
原
因

以
外
の
地
球
物
理
現
象
を

原
因
と
す
る
波
で
、
周
期
は
数
分
か
ら

一
時
間
程
度
で
す
。
原
因
は
海
底
地
震

が
九
割
で
、
残
り
が
火
山
、
地
滑
り
な

ど
で
す
。

特
徴
は
沖
で
は
目
立
た
な
い
が
、
海

岸
で
大
き
く
な
り
ま
す
。
従
っ
て
港

（
津
）
の
波
と
な
り
ま
す
。
周
期
が
長
い

こ
と
か
ら
伝
播
速
度
は
七
〇
〇
km
／
ｈ

ほ
ど
に
も
な
り
、
チ
リ
か
ら
日
本
へ
も

約
二
十
三
時
間
で
到
達
し
ま
す
。

（http://w
w
w
.tsunam

i.civil.tohoku.ac
.jp/hokusai2/class/class.htm

l

よ
り
）

三陸を津波から守る湾口防波堤
～湾口防波堤Q&A～

津
波
と
は
ど
ん
な
波
で
す
か
？

三
陸
地
方
を
襲
う
津
波

か
ら
、
湾
内
の
港
や
陸
を

守
る
た
め
で
す
。

三
陸
沿
岸
は
地
理
的
に
津
波
被
害
を
受

け
や
す
い
条
件
に
あ
り
ま
す
。

津
波
の
原
因
は
殆
ど
が
海
底
地
震
に

よ
る
も
の
で
す
が
、
三
陸
の
沖
合
は
太

平
洋
プ
レ
ー
ト
が
沈
み
込
む
日
本
海
溝

に
面
し
た
と
こ
ろ
で
世
界
で
も
最
も
地

震
活
動
の
盛
ん
な
地
域
の
一
つ
と
し
て

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
三
陸
沿
岸
の
リ
ア
ス
式

海
岸
と
呼
ば
れ
る
地
形
に
よ
り
、
津
波

の
波
高
が
非
常
に
大
き
く
な
っ
て
し
ま

う
の
で
す
。

『
東
北
地
方
の
気
候
』（
津
波
編
）
に
よ
る

と
、一
七
五
一
年
以
来
東
北
地
方
に
関
係

の
あ
る
津
波
は
五
十
八
回
と
さ
れ
て
お

ど
う
し
て
湾
口
防
波
堤
が

作
ら
れ
て
い
る
の
で
す
か
？

海
面
上
の
見
た
目
は
全

く
違
い
ま
せ
ん
が
、
普
通

の
防
波
堤
に
比
べ
て
水
深

の
深
い
と
こ
ろ
に
作
ら
れ
る
た
め
、
全

体
の
規
模
が
大
き
い
の
が
特
徴
で
す
。

最
近
で
は
水
深
マ
イ
ナ
ス
二
十
ｍ
を
超

え
る
場
所
に
防
波
堤
を
築
造
す
る
こ
と

も
珍
し
く
は
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
大
船
渡
で
は
防
波
堤
の
設
置
個
所

の
最
大
水
深
が
マ
イ
ナ
ス
三
十
八
ｍ
、

釜
石
で
は
マ
イ
ナ
ス
六
十
三
ｍ
、
久
慈

で
は
マ
イ
ナ
ス
二
十
五
ｍ
で
す
。
特
に

り
、特
に
三
陸
地
方
は
幾
多
の
津
波
災
害

に
よ
り
貴
重
な
人
命
、家
屋
耕
地
等
に

甚
大
な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。（
チ
リ

地
震
津
波
災
害
復
興
誌（
岩
手
県
）よ
り
）

最
近
の
記
録
で
も
明
治
二
十
九
年
、

昭
和
八
年
、
三
十
五
年
と
、
津
波
に
よ
っ

て
三
陸
地
方
沿
岸
に
大
き
な
被
害
が
発

生
し
、
尊
い
人
命
と
貴
重
な
財
産
が
奪

わ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
の
陸
へ
の
遡
上
を
抑
え
る
に
は
、

水
際
に
作
る
防
潮
堤
が
威
力
を
発
揮
し

ま
す
が
、
防
潮
堤
で
全
て
防
ご
う
と
す

る
と
、
そ
の
延
長
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、

堤
の
高
さ
が
か
な
り
高
い
も
の
に
な

り
、
常
時
の
湾
内
の
使
い
勝
手
が
非
常

に
悪
く
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
湾
口
に
防
波
堤
を
設
置
し
、

湾
内
を
津
波
の
脅
威
か
ら
守
る
方
策
が

考
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
方
策
で
は
、

平
常
時
、
防
波
堤
に
守
ら
れ
た
湾
内
全

域
が
静
穏
な
海
域
と
し
て
有
効
利
用
で

き
、
地
域
の
振
興
と
発
展
が
図
ら
れ
る

と
い
う
利
点
も
あ
り
ま
す
。

湾
口
防
波
堤
は
、
波
を
反
射
し
、
ま

た
湾
内
へ
の
急
激
な
海
水
の
流
入
を
抑

え
る
こ
と
で
、
来
襲
し
た
津
波
を
減
衰

す
る
効
果
が
あ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て

い
ま
す
。

湾
口
防
波
堤
は
普
通
の

防
波
堤
と
違
う
の
で
す
か
？

三
陸
地
方
で
は
、
大
船

渡
湾
（
昭
和
三
十
八
〜
四

十
二
年
）、
釜
石
湾
（
昭

和
五
十
三
年
〜
）、
久
慈
湾
（
平
成
二
年

〜
）
に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
船
渡
湾
は
昭
和
三
十
五
年
の
チ
リ

地
震
津
波
の
被
害
が
大
き
く
、
釜
石
・

久
慈
湾
で
は
明
治
二
十
九
年
と
昭
和
八

年
の
三
陸
地
震
に
よ
る
大
津
波
で
大
き

な
被
害
を
受
け
て
い
ま
す
。

湾
口
防
波
堤
は

ど
こ
に
あ
る
の
で
す
か
？

大船渡湾の航空写真
－湾口防波堤が視覚的に捉えられる

陸奥地方大いに震い津波を生じ溺死千名に及ぶ。�
震央は、三陸沖に非ざるも、陸中地方まで津波あり。�
陸奥国に地震あり、震害軽きも、震後大津波襲い、伊達政宗領溺死1,783人、
南部津軽領の海辺人馬300余死す。北海道南東沿岸にも、死者を生ず。�
陸中沿岸に大津波あり。�
陸前亘理郡に津波襲来す。�
陸中国南部領に数回の地震あり。震害少なきも津波襲来し、宮古、
鍬ヶ崎、大槌浦等にて、家屋流出破損す。�
陸前亘理郡に津波襲来す。（あるいは貞享３年遠州の地震か）�
陸中海岸に津波襲来す。�
牡鹿郡にて船300隻、流失、溺死多し。�
岩代桑折領地震、小津波、陸中海岸を襲う、被害なし。�
越後国地震、小津波、陸中海岸に襲来す。�
北海道南東部にて強震を感ず、震後津波襲来、北海道、陸奥、陸中に至る。�
本吉郡地方に、小津波襲来す。�
三陸沿岸大津波あり、死者21,953名、負傷者4,398人、流失家屋10,370棟�
仙台地方地震、気仙沼沿岸、海水３尺上昇�
三陸沖震央、志津川湾に小津波生じ波高約３尺�
三陸沿岸及北海道の一部、死者並に行方不明者2,671人、傷者
805人、流失及倒壊家屋4,080戸、焼失家屋201戸�
十勝沖地方に小津波�
カムチャッカ沖地震小津波�
チリ地震津波�

三陸地方津波一覧（同誌より）�
日本暦� 西　暦� 被害摘要�

貞観１１年５月２６日�
天正１３年１１月２９日�
�
慶長１６年１０月２８日�

元和２年７月２８日�
慶安４年　－　－�

延宝５年３月１２日�
�
貞享４年９月１７日�
元禄２年　－　－�
同９年１１月１日�
同１６年９月７日�
宝暦元年４月２６日�
安政３年７月２３日�
明治元年６月　－�
同２９年６月１５日�
同３０年２月２０日�
大正４年１１月１日�

昭和８年３月３日
�

�
同２７年３月４日�
同２７年１１月５日�
同３５年５月２４日�

  ８６９年  ７月１３日�
１５８６年  １月１８日�

１６１１年１２月２日�
�
１６１６年  ９月９日�
１６５１年　－　－�

１６７７年  ４月１３日�
  �
１６８７年　－　－�
１６８９年　－　－�
１６９６年　－　－�
１７０３年１０月７日�
１７５１年  ５月２１日�
１８５６年  ８月２３日�
１８６７年�
１８９６年�
１８９７年�
１９１５年�

１９３３年�
�
１９５２年�
１９５２年�
１９６０年�
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特
に
釜
石
の
場
合
、
ま

ず
土
質
調
査
か
ら
マ
イ
ナ

ス
五
十
ｍ
を
越
え
る
水
深

が
一
五
〇
〇
ｍ
に
も
及
ぶ
た
め
、
Ｍ
Ａ

Ｓ
―
７
８
と
名
付
け
た
海
底
着
座
式
土

質
調
査
機
を
開
発
製
作
し
、
船
上
か
ら

の
遠
隔
操
作
で
海
底
で
の
各
種
土
質
調

査
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
防
波
堤
の
基
礎
で
あ
る

捨
石
マ
ウ
ン
ド
の
築
造
で
は
、
大
水
深

で
も
き
め
細
か
い
施
工
管
理
を
行
っ
て

無
駄
を
防
ぐ
た
め
、
常
設
地
上
局
と
海

上
局
（
船
舶
）
を
使
っ
た
大
が
か
り
な

三
角
測
量
を
基
本
と
す
る
、
高
精
度
測

量
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
、
正
確
な
捨

石
の
投
入
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
大
量
の
捨
石
投
入
に
対
応
す
る
た

め
、一
度
に
三
〇
〇
　
の
捨
石
を
精
度
良

く
投
入
す
る
作
業
船
を
開
発
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
捨
て
石
マ
ウ
ン
ド
の
表
面
の

均
し
作
業
は
、
通
常
の
よ
う
に
人
力

（
潜
水
士
）
で
行
う
に
は
、
水
深
が
大
き
す

ぎ
て
危
険
で
あ
る
の
と
、
均
し
面
積
が
膨

大
な
た
め
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
た
め
、

機
械
均
し
機
を
開
発
し
て
導
入
し
ま
し

た
。
水
深
マ
イ
ナ
ス
三
十
二
ｍ
ま
で
機

械
均
し
を
行
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
も
世

界
で
も
他
に
例
を
見
な
い
作
業
で
し
た
。

ま
た
、
通
常
よ
り
も
水
深
が
深
い
分

だ
け
工
事
費
も

高
く
、
限
ら
れ

た
予
算
で
は
な

か
な
か
延
長
が

伸
び
な
い
の
が

悩
み
で
す
。
津

波
対
策
と
し
て

は
延
長
が
あ
っ

て
は
じ
め
て
効

力
が
発
揮
さ
れ

る
た
め
、
コ
ス

ト
縮
減
へ
の
取

り
組
み
は
か
な

り
大
切
で
す
。

現
在
整
備
が
緒

に
着
い
た
ば
か

り
の
久
慈
湾
で

は
、
半
没
水
上

部
斜
面
ケ
ー
ソ

ン
の
開
発
な
ど

で
一
層
の
コ
ス

ト
縮
減
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま

す
。

水
深
の
深
い
と
こ
ろ
に

作
る
た
め
に
特
別
な
こ
と
は

し
た
の
で
す
か
？

釜石港湾口防波堤
南堤深部４区標準断面図

釜石港湾口防波堤縦断図

釜
石
の
防
波
堤
は
世
界
で
も
他
に
例
を

見
な
い
深
さ
で
あ
り
、
満
潮
時
に
は
海

面
上
四
・
五
ｍ
の
堤
に
対
し
て
、
海
面

下
は
最
大
五
十
八
・
五
ｍ
、
と
氷
山
以

上
の
「
隠
れ
た
」
大
構
造
物
で
す
。

湾
口
防
波
堤
の
構
造
は
、
捨
て
石
マ

ウ
ン
ド
の
う
え
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ケ
ー

ソ
ン
を
載
せ
た
ケ
ー
ソ
ン
式
混
成
堤
で

す
が
、
釜
石
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ケ
ー
ソ

ン
は
、
大
き
い
も
の
で
一
つ
が
底
面
幅

三
十
ｍ
、
上
面
幅
十
六
ｍ
、
高
さ
三
十

ｍ
、
長
さ
三
十
ｍ
の
台
形
で
、
も
ち
ろ

ん
日
本
一
の
大
き
さ
で
す
。

防
波
堤
中
央
の
開
口
部
に
つ
い
て
も
、

大
型
船
の
た
め
の
航
路
は
確
保
し
つ
つ

も
、
湾
の
遮
蔽
率
を
上
げ
て
津
波
時
の

海
水
流
入
を
制
限
す
る
た
め
、
潜
堤
を

設
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
津
波
は
地
震
後
に
来
る
こ
と

が
多
い
た
め
、
耐
震
設
計
も
さ
れ
て
い

ま
す
。

高
潮
と
潮
位
偏
差
【storm

surge&
sealeveldeparture

from
norm

al

】

台
風
や
低
気
圧
が
来
襲
し
て
、
数
時
間
か

ら
十
数
時
間
の
時
間
規
模
で
海
面
が
上
昇
す

る
こ
と
を
高
潮
と
い
い
ま
す
。月
や
太
陽
と
、

地
球
の
運
動
に
伴
っ
て
、
海
面
が
規
則
的
に

変
動
す
る
こ
と
は
潮
汐
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す

が
、高
潮
と
い
っ
た
場
合
、こ
の
よ
う
な
、
天

体
の
運
動
か
ら
見
積
も
ら
れ
る
潮
位
（
天
文

潮
位
、
予
報
潮
位
）
を
含
め
た
潮
位
全
体
を

指
す
場
合
と
、
天
文
潮
位
か
ら
の
ず
れ
を
指

す
場
合
と
が
あ
り
ま
す
。
満
潮
時
に
台
風
が

来
襲
し
た
り
す
る
と
大
変
危
険
な
状
況
に
な

る
た
め
、
災
害
の
面
か
ら
は
前
者
が
重
要
で

す
が
、
台
風
や
低
気
圧
等
の
気
象
擾
乱
に
よ

っ
て
、
潮
位
が
ど
れ
だ
け
上
昇
し
た
の
か
に

注
目
す
る
場
合
は
後
者
が
重
要
で
、
潮
位
偏

差
と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

後
者
の
意
味
で
の
高
潮
は
、
関
東
か
ら
九

州
の
内
湾
の
奥
で
発
達
す
る
こ
と
が
知
ら
れ

て
お
り
、
湾
の
奥
が
狭
く
な
る
ほ
ど
、水
深

が
浅
く
な
る
ほ
ど
、高
潮
は
大
き
く
な
り
ま

す
。
本
州
東
岸
や
日
本
海
、
北
海
道
で
は
余

り
発
生
し
ま
せ
ん
。
日
本
に
お
い
て
発
生
し

た
高
潮
の
記
録
と
し
て
は
、
一
九
五
九
年
の

伊
勢
湾
台
風
に
よ
る
三
・
四
五
ｍ（
伊
勢
湾
）、

一
九
三
四
年
の
室
戸
台
風
に
よ
る
三
・
一
ｍ

（
大
阪
湾
）が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

潮
位
偏
差
の
要
因
と
し
て
は
、
風
に
よ
っ

て
海
の
水
が
湾
の
奥
に
押
し
や
ら
れ
る
い
わ

ゆ
る
吹
き
寄
せ
、
気
圧
低
下
に
伴
う
吸
い
上

げ
が
従
来
考
え
ら
れ
て
来
ま
し
た
が
、
最
近

で
は
、
砕
波
に
よ
る
水
位
上
昇
も
重
要
視
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
象
と
し
て
は
以
前

か
ら
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
海
流
等
の
海

況
変
動
に
伴
う
い
わ
ゆ
る
異
常
潮
位
も
、
最

近
西
日
本
で
浸
水
被
害
を
引
き
起
こ
し
、
注

目
を
集
め
て
い
ま
す
。

�

捨て石均し装置 ｍ3

■
文
／
国
土
交
通
省
　
東
北
地
方
整
備
局
　
仙
台
港
湾
空
港
技
術
調
査
事
務
所
長
　
石
原
弘
一
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第
三
十
六
回
評
議
委
員
会

開
催
日：

平
成
十
三
年
十
月
二
十
三
日
（
火
）

十
一
時
〜
十
三
時

場
　
　
所：

経
団
連
会
館
　
九
階
　
九
〇
四
号

決
議
事
項：

一
、
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

修
正
に
つ
い
て

二
、
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に

つ
い
て

三
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

右
記
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演：

「
東
京
湾
の
将
来
像
」

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局

港
湾
空
港
部
長
　
藤
田
武
彦
氏

第
四
十
二
回
理
事
会

開
催
日：

平
成
十
三
年
十
月
二
十
六
日
（
金
）

十
一
時
〜
十
三
時

場
　
　
所：

経
団
連
会
館
　
九
階
　
九
〇
一
号

決
議
事
項：

一
、
会
長
、
理
事
長
、
専
務
理
事
、
常
務
理
事
の

互
選
に
つ
い
て

二
、
寄
附
行
為
第
二
十
一
条
に
基
づ
く
顧
問
の
委

嘱
に
つ
い
て

三
、
平
成
十
三
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の

修
正
に
つ
い
て

四
、
平
成
十
四
年
度
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
に

つ
い
て

右
記
事
項
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
、
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

近
況
報
告：

「
港
湾
を
と
り
ま
く
諸
情
勢
に
つ
い
て
」

国
土
交
通
省
　
港
湾
局
長

川
島
　
毅
氏

「
関
西
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

２
０
０
１
（
主
催：

関
西
国

際
空
港
株
式
会
社
）
パ
ネ
ル

展
示
」
出
展

平
成
十
三
年
十
一
月
三
日(

土)

〜
八
日
（
木
）

関
西
国
際
空
港
に
お
い
て
、
関
西
国
際
空
港
国
際

空
港
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
２
０
０
１
（
主
催：

関
西
国

際
空
港
株
式
会
社
）
パ
ネ
ル
展
示
に
出
展
い
た
し

ま
し
た
。

ホームページリニューアルのお知らせ
当センターのホームページをリニューアルしました。

本機関誌を画面上でご覧いただくこともできます。また、
ホームページを通して読者の皆様の声を広く募集してお
ります。ご意見、ご感想等をぜひお寄せ下さい。
ホームページの新URLは、

http://www.cdit.or.jp/ です。

「（
財
）沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン

タ
ー
技
術
講
演
会
in
仙
台
」
開
催

平
成
十
三
年
十
一
月
二
十
九
日
（
木
）
仙
台
市

の
メ
ル
パ
ル
ク
Ｓ
Ｅ
Ｎ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｉ
に
お
い
て
、（
財
）

沿
岸
開
発
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
技
術
講
演
会
in

仙
台
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
で
取
り
組
む

全
国
各
地
の
港
湾
・
沿
岸
域
開
発
の
研
究
調
査
の

中
か
ら
三
テ
ー
マ
（「
超
軽
量
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

用
い
た
浮
体
構
造
物
の
施
工
試
験
と
費
用
改
善
効

果
の
検
討
」「
ジ
ャ
ケ

ッ
ト
式
桟
橋
の
地
震

時
動
態
観
測
計
画
と

土
留
一
体
式
護
岸
の

耐
震
性
の
検
討
」「
メ

ガ
フ
ロ
ー
ト
実
験
に

お
け
る
波
浪
情
報
の

提
供
」）
に
つ
い
て
成

果
の
報
告
を
し
ま
し
た
。
朝
早
く
か
ら
の
講
演
に

も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、盛

況
の
う
ち
に
終
了
し
ま
し
た
。

「
く
ら
し
と
技
術
の
土
木
展
in

徳
島（
主
催：

国
土
交
通
省
四

国
地
方
整
備
局
）」
ブ
ー
ス
出
展

平
成
十
三
年
十
二
月
七
日
（
金
）・
八
日
（
土
）

徳
島
市
の
ア
ス
テ
ィ
徳
島
に
お
い
て
、く
ら
し
と

技
術
の
土
木
展
in
徳
島
（
主
催：

国
土
交
通
省
四

国
地
方
整
備
局
）へ
ブ
ー
ス
出
展
を
行
い
ま
し
た
。

「
第
二
回
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確

認
審
査
・
評
価
事
業
」審
査
を
開
始

平
成
十
三
年
九
月
末
ま
で
に
申
込
を
頂
き
ま
し

た
五
技
術
に
つ
い
て
、
受
付
審
査
が
終
了
し
評
価

に
向
け
た
審
査
に
入
り
ま
し
た
。

審
査
に
入
り
ま
し
た
技
術
名
と
お
申
込
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。

・
管
中
混
合
固
化
処
理
工
法

「
ト
ル
ネ
ー
ド
ミ
キ
シ
ン
グ
工
法
」

…
り
ん
か
い
建
設
株
式
会
社

・
重
錘
式
捨
石
均
し
工
法
（
斜
面
対
応
型
）

…
株
式
会
社
大
本
組

・
Ｎ
Ｄ
Ｒ
工
法
（
橋
脚
耐
震
補
強
用
仮
締
切
り
工
法
）

…
五
洋
建
設
株
式
会
社

・
空
気
圧
送
方
式
に
よ
る
敷
砂
、
覆
砂
の
薄
層

撒
出
工
法

…
東
洋
建
設
株
式
会
社
・
東
翔
建
設
株
式
会
社

・
Ｇ
Ｐ
Ｓ
と
レ
ー
ザ
レ
ベ
ル
に
よ
る
地
域
沈
下

測
量
実
用
化
シ
ス
テ
ム

…
五
洋
建
設
建
設
株
式
会
社
、
日
本
海
洋
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
株
式
会
社
・
ペ
ン
タ
テ
ク
ノ
サ

ー
ビ
ス
株
式
会
社



27 Coastal Development Institute of Technology No.2 2001

CDIT

NEWS

（財）沿岸開発技術研究センター
本研究センターは、昭和58年９月に設立された国土交通省（前
運輸省）所轄の財団法人です。
本研究センターは、沿岸域の開発・利用・保全に係る分野の技
術開発と、その技術の活用と普及を目指した研究組織です。
本研究センターは、必要に応じて国土交通省国土技術政策総合
研究所、独立行政法人港湾空港技術研究所、独立行政法人海上技術
安全研究所の指導を受け、また各界専門家、学識経験者からなる委
員会を組織して事業を実施します。

■
当
沿
岸
セ
ン
タ
ー
機
関
誌
の
編
集
実
務
に
初
め
て
携

わ
り
ま
し
た
。多
く
の
方
々
の
お
力
添
え
を
頂
戴
し
、

感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
編
集
過
程
で
、
多
く

の
リ
ー
ダ
ー
の
方
々
の
お
話
や
文
章
に
触
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
の
業
務
の
目
的
や
問
題
意
識
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
奥
深
い
と
こ
ろ
の
一
面
を
見
せ
て
頂
き
、
ち
ょ

っ
と
得
し
た
気
分
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。（宮

間
俊
一
）

■
年
末
に
自
分
の
厄
払
い
に
行
き
ま
し
た
。
た
ま
た
ま

で
し
ょ
う
が
、お
払
い
を
受
け
る
全
員
が
厄
落
し
で
、

い
ろ
ん
な
世
代
が
い
て
な
か
な
か
楽
し
い
経
験
で
し

た
。
次
の
男
の
厄
は
六
十
才
頃
だ
そ
う
で
す
。
そ
の

こ
ろ
自
分
は
ど
こ
で
何
を
し
て
ん
で
し
ょ
う
ね
。

（
窪
田
　
太
）

■
あ
っ
と
い
う
間
に
二
〇
〇
二
年
。
年
を
と
る
の
は
早

い
な
ぁ
。
お
父
さ
ん
は
頑
張
る
ぞ
！
（
藤
村
　
貢
）

編
集
後
記

【
第
三
回
港
湾
関
連
民
間
技

術
の
確
認
審
査
・
評
価
審

査
】
審
査
申
込
受
付
中

「
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確
認
審
査
・
評
価
事

業
」
に
基
づ
く
技
術
（
港
湾
・
航
路
・
海
岸
等
の

開
発
、
利
用
に
資
す
る
技
術
）
評
価
の
審
査
申
込

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
申
込
案
内
を
準
備
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
希
望
の
か
た
は
、
審
査
担

当
部
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

・
受
付
期
間：

〜
平
成
十
四
年
三
月
末
日

・
審
査
評
価：

平
成
十
四
年
九
月
末
日
（
予
定
）

な
お
、
第
三

回
の
受
付
終
了

後
、
第
四
回
の

受
付
を
開
始

し
ま
す
。

「
港
湾
構
造
物
の
耐
震
設
計
―
国
際

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」セ
ミ
ナ
ー
開
催

平
成
十
三
年
十
二
月
十
日
（
月
）
東
京
千
代
田

区
の
九
段
会
館
に
お
い
て
、
国
際
航
路
協
会
か
ら

刊
行
さ
れ
た
国
際
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
「
港
湾
構
造
物

の
耐
震
設
計
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
の
内
容
を
解
説
す

る
た
め
の
国
際
セ
ミ
ナ
ー
を
世
界
に
先
駆
け
て
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
セ
ミ
ナ
ー
で
は
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
策
定
に
携
っ
た
井
合
進
特
別
研
究
官
（
独

立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術

研
究
所
）を
は
じ
め
海
外
か

ら
の
講
師
陣
に
よ
る
解
説
が

行
わ
れ
、
多
く
の
方
が
参
加

さ
れ
熱
心
に
ご
聴
講
い
た
だ

き
好
評
の
う
ち
に
閉
会
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
な
お
、
こ
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
つ
い
て
は
、
今
後
ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
に

お
い
て
も
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
る
予
定
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。（
開
催
国
の
各
団
体
に
よ
る
主
催
）

【「
循
環
型
社
会
」
を
つ
く
る
二
十
一
世
紀
の
土

木
技
術
】
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
あ
わ
せ
、
当
沿

岸
セ
ン
タ
ー
の
取
り
組
ん
で
い
る
リ
サ
イ
ク
ル

技
術
の
研
究
な
ど
を
一
般
の
方
々
に
も
わ
か
り

や
す
く
パ
ネ
ル
で
紹
介
、
沿
岸
気
象
海
象
情
報

配
信
シ
ス
テ
ム
「
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
」
の
操
作

が
体
験
で
き
る
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
の
展

示
を
し
ま
し
た
。

気
象
・
海
象
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

気
象
海
象
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
当
沿
岸
セ
ン
タ

ー
が
開
発
し
、
運
用
し
て
い
る
沿
岸
気
象
海
象
情

報
配
信
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
）
の
一
メ

ニ
ュ
ー
で
あ
り
、
今
年
度
中
に
、
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｉ
Ｎ

Ｓ
の
全
利
用
者
の
端
末
に
導
入
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
よ
っ
て
、
全
国
に
展
開
さ

れ
た
国
土
交
通
省
港
湾
局
の
波
浪
観
測
網
（
ナ
ウ

フ
ァ
ス
）
の
最
近
十
年
の
観
測
値
、
高
波
の
順
位

表
、
台
風
経
路
図
、
毎
日
の
天
気
図
等
が
容
易
に

検
索
、
表
示
で
き
、
防
災
支
援
に
有
効
に
活
用
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

【役員名簿】
●会 長
千速　晃 社団法人 日本鉄鋼連盟 会長
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井上興治 常勤
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中山　嵩 常勤
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平山征夫 新潟県知事
藤野慎吾 社団法人 日本港湾協会 会長

間野　忠 財団法人 日本海事協会 会長

御巫清泰 関西国際空港株式会社　代表取締役社長

水野康平 社団法人 日本埋立浚渫協会 会長

南　直哉 電気事業連合会　会長
柳原隆雄 財団法人 大阪港埠頭公社 理事長

吉田宏一郎 東海大学　海洋学部　教授

●監 事
石渡友夫 社団法人　ウォーターフロント開

発協会　顧問

設楽邦夫 社団法人　日本港運協会　参与
●顧 問
松本輝寿
廣田　孝夫
合田 良実

【有識者による技術研究諮問会議】
石原研而 世界地盤工学会 会長

奥村樹郎 前岡山大学 教授

合田良実 横浜国立大学 名誉教授

小林正樹 小林ソフト化研究所（株） 所長

酒匂敏次 東海大学 海洋学部　教授

柴田　徹 福山大学 工学部建設環境工学科　教授

菅原照雄 北海道大学 名誉教授

須田　煕 交通政策審議会港湾分科会 会長

竹内良夫 株式会社 竹内良夫事務所 社長

長瀧重義 新潟大学工学部 教授

中村英夫 財団法人 運輸政策研究機構 副会長

野田節男 国際航路協会 副会長

堀川清司 武蔵工業大学 学長

堀口孝男 東京都立大学 名誉教授

吉田宏一郎 東海大学 海洋学部マリンデザイ

ン工学科　主任教授

吉田信夫 福岡大学 工学部土木工学科　教授

【平成１３年１２月１４日現在】
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